
乗って守ろう
養老鉄道

養老町の子育て支援アプリ

妊娠から出産、育児までを
フルサポート！養老町防災行政情報

■養老町防災アプリ

iPhone版 Android版

あんしん防災ネット
■養老町の防災情報メール配信

PC/スマホ版 フィーチャーフォン
（ガラケー）版 養老町の子育てサイト

子育てに関する情報が満載！

養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

の
開
催
予
定

記
念
式
典
・
記
念
講
演

■
開
催
日
　
11
月
３
日（
日
）

■
場
　所
　
養
老
町
民
会
館

■
開
催
日
　11
月
３
日（
日
）

■
場
　所
　
町
図
書
館

■
開
催
日
　11
月
９
日（
土
）

■
場
　所
　
養
老
駅
前
広
場

■
開
催
日
　11
月
10
日（
日
）

■
場
　所
　
ア
セ
ビ
平
ス
カ
イ
テ
ラ
ス

■
開
催
日
　11
月
16
日（
土
）

■
場
　所
　
船
附
こ
ど
も
園

■
開
催
日
　11
月
17
日（
日
）

■
場
　所
　
養
老
町
民
会
館

■
開
催
日
　12
月
７
日（
土
）

■
場
　所
　
養
老
町
民
会
館

■
開
催
日
　11
月
10
日（
日
）

■
場
　所
　
養
老
町
民
会
館

■
主
催
者
　（
公
社
）岐
阜
県
歯
科
医
師
会

■問
☎
０
５
８

-

２
７
４

-

６
１
１
６

養
老
町
人
権
擁
護
推
進
大
会

養
老
こ
ど
も
ま
ん
な
か
宣
言

養
老
町
ゆ
か
り
の
人
物
の

書
籍
コ
ー
ナ
ー
設
置

養
老
山
頂
ア
セ
ビ
平

ス
カ
イ
テ
ラ
ス
完
成
式
典

「
家
族
の
絆
　
愛
の
詩
」

　
詩
の
祭
典

第
66
回
岐
阜
県
学
校

歯
科
保
健
研
究
大
会

■
開
催
日
　11
月
16
日（
土
）

■
場
　所
　
東
　
組
　
　
蔵
前

■
主
催
者
　
高
田
ま
つ
り
東
　
組
若
衆

■
開
催
日
　11
月
24
日（
日
）

■
場
　所
　
ス
マ
イ
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺

■
主
催
者
　（
公
財
）養
老
町
ス
ポ
ー
ツ
連
盟

■問
☎
32

-

２
７
８
８ 

■
開
催
日
　12
月
６
日（
金
）〜
８
日（
日
）

■
場
　所
　
岐
阜
県
こ
ど
も
の
国

　
　
　
　
　
な
か
よ
し
広
場
一
帯

■
主
催
者
　
養
老
公
園
事
務
所

■問
☎
32

-

０
５
０
１

■
開
催
日
　令
和
７
年
２
月
11
日（
火
）

■
場
　所
　
養
老
町
民
会
館

■
主
催
者
　
空
色
の
う
た

■問
☎
０
９
０

-

７
３
１
４

-

０
７
３
７

 

■
開
催
日
　令
和
７
年
３
月
31
日（
月
）ま
で

■
場
　所
　
養
老
公
園
孝
子
坂

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

                   

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ「
滝
音
」

■
主
催
者
　
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー     

　
　
　
　
　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ「
滝
音
」

■問
☎
35
ー
２
３
０
５

 

軽
ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ

イ
プ
（
ｉｐ
ｕ
）
交
流
イ
ベ
ン
ト

養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念

冠
事
業・補
助
事
業
の
開
催
予
定

主
な
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念

冠
事
業（
町
主
催
）の
開
催
予
定

高
田
ま
つ
り
東
　
組
若
衆

お
囃
子
体
験
会
・
宵
の
か
ら
く
り
奉
芸

第
２
回
養
老
ス
マ
イ
ル
げ
ん
ち
ゃ
ん

マ
ラ
ソ
ン
大
会

未
来
の
子
供
た
ち
に
夢
と

感
動
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｃ
ｈ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ
ｍ
ａ
ｓ

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
　
ｉ
ｎ

Ｙ
ｏ
ｒ
ｏ
　
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

養老町主催　婚活イベント　養老夜カフェでゆるり恋時間
　おしゃれなカフェで、焼き立てのパンを食べながら交流する婚活イベント「養老夜カフェでゆるり恋時間 - パンの温も
りと共に新しい出会い - 」を開催します。
開 催 日：12月８日(日）16時 30分～19時　（受付：16時～）
場 所：Le lupin bleu（ル・ルパン・ブルー）養老町飯ノ木 313 番地１
参 加 費：各 700円
定 員：男女各 10人　※女性限定でおいしいパンをプレゼント !!
対象年齢：20 歳～39歳
条 件：県内在住・在勤・婚姻後に養老町に移住を希望する人
申込締切：11月19日（火）
　　　　　イベント詳細はhttps://yorokon.com/
10月に開催したBBQコンin 養老は大好評でした。今回もぜひお気軽にご参加ください♪

〔主催〕養老町　〔運営委託〕RunLand（ランランド）株式会社
　　RunLand 株式会社　〒500-8232　岐阜前一色１-９-７ Ｂ棟２階Ｃ号室
　　support@runland.co.jp　☎058-374-7005　受付時間／月～金曜日　９時～17時

　
養
老
町
は
、今
年
で
町
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
70周

年
の
節
目
を
迎
え
、11月

３
日（
日
）に
は
養
老
町
制
施
行
70周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
、町

全
体
で
祝
い
ま
す
。今
月
号
で
は
、養
老
町
が
誕
生
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
り
ま
す
。先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
、こ
の
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
“養
老
”の「
今
」を「

未
来
」へ
と
繋
げ
て
い
く
た
め
、こ
れ
か
ら
も
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、人
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、よ
り
よ
い

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

養
老
の
「
今
」
を

　
　
　
　
　
「
未
来
」
へ

養
老
の
「
今
」
を

　
　
　
　
　
「
未
来
」
へ

町
制
70周

年
の
あ
ゆ
み

ま
ち
の
話
題

Sm
art Tow

n YO
RO
 Project に

つ
い
て

情
報
ボ
ッ
ク
ス

保
健
情
報

CO
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11
月

N
o.806

2024 ［
令
和
6年
］

ス
マ
ホ
で
広
報
よ
う
ろ
う
が
読
め
ま
す

広
報
養
老

2024.11　
N
o.806

令
和
６
年
11月

１
日
発
行
発
行
／
養
老
町
役
場

編
集
／
企
画
財
政
課

〒503-1392　
岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
高
田
798番

地
　
☎
0584-32-1100㈹

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

養
老
町

公
式
LIN
E



１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）11
月
◆
養
老
町
誕
生

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）２
月
◆
広
報
「
養
老
」
創
刊
号
発
刊
（
写
真
１
）

１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）８
月
◆
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
牧
田
川
右
岸
堤
が
根
古
地
内
で
２
度
決
壊
（
写
真
２
）

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）９
月
◆
町
中
央
公
民
館
完
成

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）４
月
◆
町
役
場
の
新
庁
舎
完
成

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）３
月
◆
町
民
憲
章
制
定

１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）４
月
◆
町
の
人
口
が
３
万
人
突
破

１
９
８
２
年（
昭
和
57
年
）７
月
◆
町
総
合
体
育
館
完
成

１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）３
月
◆
養
老
の
滝
・
菊
水
泉
が
名
水
百
選
に
選
定

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）４
月
◆
世
界
れ
ん
げ
祭
養
老
大
会
開
催
（
写
真
３
）

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）４
月
◆
養
老
の
滝
が
日
本
の
滝
百
選
に
選
定

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）１
月
◆
町
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ー
ク
「
ス
マ
イ
ル
げ
ん
ち
ゃ
ん
」
に
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
◆
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ゾ
ー
デ
ン
市
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
友
好
親
善
調
印

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）10
月
◆
養
老
公
園
に
養
老
天
命
反
転
地
開
園

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）７
月
◆
象
鼻
山
１
号
古
墳
調
査
で
前
方
後
方
墳
が
全
国
最
古
級（
３
世
紀
後
期
）と
判
明（
写
真
４
）

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）９
月
◆「
人
権
擁
護
の
町
」
を
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
◆「
親
と
子
　
愛
の
詩
」
を
発
表
（
写
真
５
）

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）２
月
◆
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ゾ
ー
デ
ン
市
と
友
好
都
市
提
携
調
印

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）１
月
◆
養
老
ド
リ
ー
ム
パ
ー
ク
（
南
濃
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
伊
勢
湾
台
風
50
年
県
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）４
月
◆
第
５
次
総
合
計
画
「
絆
プ
ラ
ン
」
ス
タ
ー
ト

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）６
月
◆
11
月
17
日
を
「
養
老
の
日
」
と
制
定
（
写
真
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
東
海
環
状
自
動
車
道
大
垣
西
Ｉ
Ｃ
〜
養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
ぎ
ふ
清
流
国
体
軟
式
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
競
技
大
会
開
催

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）11
月
◆
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
本
運
行
開
始
（
写
真
７
）

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）11
月
◆
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
挙
行

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）３
月
◆
町
消
防
本
部
高
機
能
消
防
司
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
養
老
町
初
の
地
域
自
治
町
民
会
議
設
立

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）３
月
◆
養
老
町
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
開
始
（
写
真
８
）

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）３
月
◆
養
老
改
元
１
３
０
０
年
祭
開
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
◆
全
日
本
愛
瓢
会
展
示
会
開
催
　
秋
篠
宮
殿
下
来
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
◆
腕
組
み
乾
杯
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
達
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
東
海
環
状
自
動
車
道
養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
養
老
Ｉ
Ｃ
開
通
（
写
真
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
養
老
改
元
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
◆
ま
る
ご
と
肉
ま
つ
り
養
老
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
◆
子
ど
も
議
会
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
養
老
改
元
１
３
０
０
年
祭
閉
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
額
１
億
円
突
破

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）６
月
◆
名
神
高
速
道
路
養
老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
（
写
真
10
）

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）２
月
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）２
月
◆
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
小
・
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
（
写
真
11
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化
を
18
歳
ま
で
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
◆
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
」
運
用
開
始
（
写
真
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
◆
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
額
10
億
円
突
破

２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）３
月
◆
大
巻
地
内
に
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
完
成
（
写
真
13
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
養
老
駅
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
開
設
（
写
真
14
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
」
開
設
（
写
真
15
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
養
老
公
園
観
光
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ヨ
ロ
ラ
ボ
）
発
足
（
写
真
16
）

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）１
月
◆
町
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
設
立
（
写
真
17
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
◆
南
濃
衛
生
施
設
利
用
事
務
組
合
　
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
完
成
（
写
真
18
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
　
感
染
症
法
上
の
取
り
扱
い
が
５
類
へ
移
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
初
開
催

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）３
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
＆
防
災
フ
ェ
ア
開
催（
写
真
19
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
◆
養
老
町
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
　
軽
ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
子
ど
も
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
　
第
39
回
国
民
文
化
祭
　
第
24
回
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
文
化
祭
２
０
２
４
　
養
老
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
◆
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
挙
行

70
年
の
あ
ゆ
み
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養
老
町
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て

　
私
た
ち
の
養
老
町
は
、
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
11
月
３
日
に
県
下
最
大
の
「
町
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
あ
り
、
南
北
に
揖
斐
川
、
東
西
に
牧
田
川
が

流
れ
、
養
老
山
地
を
背
景
に
豊
か
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
昭
和
34

年
の
集
中
豪
雨
や
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
二
度
の
大
水
害
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の

「
水
と
の
闘
い
」
を
繰
り
返
し
て
き
た
輪
中
地
帯
で
も
あ
り
、
古
く
か
ら
の
治
水
対
策
の

積
み
重
ね
の
中
で
、
こ
れ
を
克
服
し
て
き
ま
し
た
。

　
70
年
の
あ
ゆ
み
と
し
て
年
表
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
40
年
代
か
ら
は
、
明

る
い
ま
ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
様
々
な
公
共
工
事
を
進
め
、
着
々
と
公
共

施
設
を
整
備
し
、
昭
和
51
年
に
は
町
人
口
が
３
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
町
民
の
心
を
磨

く
運
動
と
し
て
昭
和
48
年
に
制
定
し
た
養
老
町
民
憲
章
は
、
今
で
は
町
民
の
大
半
が
暗

唱
で
き
る
ま
で
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
面
で
は
、
稲
作
や
畜
産
に
加
え
て
、
名
古
屋
市
や
岐
阜
市
に
近
く
、
西
濃
地
方

の
中
核
都
市
で
あ
る
大
垣
市
に
も
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
工
業
や
観
光
産
業
な

ど
の
分
野
で
も
、
中
京
経
済
圏
と
と
も
に
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中

で
も
食
肉
事
業
は
、
本
町
の
明
る
い
未
来
の
創
造
に
欠
か
せ
な
い
産
業
へ
と
成
長
し
ま

し
た
。

　
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
て
も
、
東
海
環
状
自
動
車
道
養
老
Ｉ
Ｃ
と
名
神
高

速
道
路
養
老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
、
養
老
町
と
中
京
経
済
圏
の
距
離
は
さ
ら

に
縮
ま
り
、
産
業
の
飛
躍
的
な
発
展
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
型
の
企
業

誘
致
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
西
回
り
の
県
境
間
が
開
通
す
れ
ば
、
さ
ら
に
県
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
る
エ
リ
ア
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
養
老
Ｓ
Ａ

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
周
辺
で
も
民
間
主
導
型
の
工
業
団
地
が
進
出
し
、
今
後
、
一
層
の
産

業
の
集
積
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
養
老
町
が
、
こ
れ
か
ら
多
様
化
す
る
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
恵
ま
れ
た
交
通
利

便
性
を
活
か
し
た
生
活
基
盤
の
充
実
を
図
り
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
ひ
と
・
ま
ち
・
産

業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
、
的
確
な
情
報
発
信
に
努
め
、
問
題
意

識
を
共
有
し
な
が
ら
、未
来
に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、10
年
先
、

20
年
先
、
30
年
先
に
お
い
て
も
、
町
民
と
し
て
の
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
を
一
人
ひ

と
り
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
養
老
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
共
に
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。
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１
９
５
４
年（
昭
和
29
年
）11
月
◆
養
老
町
誕
生

１
９
５
５
年（
昭
和
30
年
）２
月
◆
広
報
「
養
老
」
創
刊
号
発
刊
（
写
真
１
）

１
９
５
９
年（
昭
和
34
年
）８
月
◆
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
牧
田
川
右
岸
堤
が
根
古
地
内
で
２
度
決
壊
（
写
真
２
）

１
９
６
５
年（
昭
和
40
年
）９
月
◆
町
中
央
公
民
館
完
成

１
９
７
１
年（
昭
和
46
年
）４
月
◆
町
役
場
の
新
庁
舎
完
成

１
９
７
３
年（
昭
和
48
年
）３
月
◆
町
民
憲
章
制
定

１
９
７
６
年（
昭
和
51
年
）４
月
◆
町
の
人
口
が
３
万
人
突
破

１
９
８
２
年（
昭
和
57
年
）７
月
◆
町
総
合
体
育
館
完
成

１
９
８
５
年（
昭
和
60
年
）３
月
◆
養
老
の
滝
・
菊
水
泉
が
名
水
百
選
に
選
定

１
９
８
８
年（
昭
和
63
年
）４
月
◆
世
界
れ
ん
げ
祭
養
老
大
会
開
催
（
写
真
３
）

１
９
９
０
年（
平
成
２
年
）４
月
◆
養
老
の
滝
が
日
本
の
滝
百
選
に
選
定

１
９
９
１
年（
平
成
３
年
）１
月
◆
町
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ー
ク
「
ス
マ
イ
ル
げ
ん
ち
ゃ
ん
」
に
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
◆
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ゾ
ー
デ
ン
市
と
ス
ポ
ー
ツ
文
化
友
好
親
善
調
印

１
９
９
５
年（
平
成
７
年
）10
月
◆
養
老
公
園
に
養
老
天
命
反
転
地
開
園

１
９
９
６
年（
平
成
８
年
）７
月
◆
象
鼻
山
１
号
古
墳
調
査
で
前
方
後
方
墳
が
全
国
最
古
級（
３
世
紀
後
期
）と
判
明（
写
真
４
）

２
０
０
０
年（
平
成
12
年
）９
月
◆「
人
権
擁
護
の
町
」
を
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
◆「
親
と
子
　
愛
の
詩
」
を
発
表
（
写
真
５
）

２
０
０
４
年（
平
成
16
年
）２
月
◆
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
ゾ
ー
デ
ン
市
と
友
好
都
市
提
携
調
印

２
０
０
９
年（
平
成
21
年
）１
月
◆
養
老
ド
リ
ー
ム
パ
ー
ク
（
南
濃
清
掃
セ
ン
タ
ー
）
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
伊
勢
湾
台
風
50
年
県
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）４
月
◆
第
５
次
総
合
計
画
「
絆
プ
ラ
ン
」
ス
タ
ー
ト

２
０
１
２
年（
平
成
24
年
）６
月
◆
11
月
17
日
を
「
養
老
の
日
」
と
制
定
（
写
真
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
東
海
環
状
自
動
車
道
大
垣
西
Ｉ
Ｃ
〜
養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ
開
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
ぎ
ふ
清
流
国
体
軟
式
野
球
・
サ
ッ
カ
ー
競
技
大
会
開
催

２
０
１
３
年（
平
成
25
年
）11
月
◆
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
本
運
行
開
始
（
写
真
７
）

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）11
月
◆
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
挙
行

２
０
１
５
年（
平
成
27
年
）３
月
◆
町
消
防
本
部
高
機
能
消
防
司
令
セ
ン
タ
ー
運
用
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
養
老
町
初
の
地
域
自
治
町
民
会
議
設
立

２
０
１
６
年（
平
成
28
年
）３
月
◆
養
老
町
特
産
ブ
ラ
ン
ド
認
証
開
始
（
写
真
８
）

２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）３
月
◆
養
老
改
元
１
３
０
０
年
祭
開
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
◆
全
日
本
愛
瓢
会
展
示
会
開
催
　
秋
篠
宮
殿
下
来
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
◆
腕
組
み
乾
杯
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
達
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
東
海
環
状
自
動
車
道
養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
養
老
Ｉ
Ｃ
開
通
（
写
真
９
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
養
老
改
元
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
◆
ま
る
ご
と
肉
ま
つ
り
養
老
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
◆
子
ど
も
議
会
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
養
老
改
元
１
３
０
０
年
祭
閉
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
額
１
億
円
突
破

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）６
月
◆
名
神
高
速
道
路
養
老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
通
（
写
真
10
）

２
０
２
０
年（
令
和
２
年
）２
月
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
設
置

２
０
２
１
年（
令
和
３
年
）２
月
◆
養
老
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
小
・
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
（
写
真
11
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化
を
18
歳
ま
で
拡
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
◆
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
養
老
Ｐ
ａ
ｙ
」
運
用
開
始
（
写
真
12
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
◆
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
額
10
億
円
突
破

２
０
２
２
年（
令
和
４
年
）３
月
◆
大
巻
地
内
に
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
完
成
（
写
真
13
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
養
老
駅
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
開
設
（
写
真
14
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
」
開
設
（
写
真
15
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
養
老
公
園
観
光
拠
点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ヨ
ロ
ラ
ボ
）
発
足
（
写
真
16
）

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）１
月
◆
町
公
式
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
「
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
　
Ｓ
Ｕ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
設
立
（
写
真
17
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
月
◆
南
濃
衛
生
施
設
利
用
事
務
組
合
　
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
完
成
（
写
真
18
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
　
感
染
症
法
上
の
取
り
扱
い
が
５
類
へ
移
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
初
開
催

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）３
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
＆
防
災
フ
ェ
ア
開
催（
写
真
19
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
月
◆
養
老
町
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
　
軽
ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
初
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
子
ど
も
未
来
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
◆
養
老
町
制
施
行
70
周
年
記
念
　
第
39
回
国
民
文
化
祭
　
第
24
回
全
国
障
害
者
芸
術
・

文
化
祭
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
」
文
化
祭
２
０
２
４
　
養
老
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
11
月
◆
町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
挙
行

70
年
の
あ
ゆ
み
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養
老
町
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し
て

　
私
た
ち
の
養
老
町
は
、
１
９
５
４
年
（
昭
和
29
年
）
11
月
３
日
に
県
下
最
大
の
「
町
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
で
あ
り
、
南
北
に
揖
斐
川
、
東
西
に
牧
田
川
が

流
れ
、
養
老
山
地
を
背
景
に
豊
か
な
田
園
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
昭
和
34

年
の
集
中
豪
雨
や
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
二
度
の
大
水
害
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の

「
水
と
の
闘
い
」
を
繰
り
返
し
て
き
た
輪
中
地
帯
で
も
あ
り
、
古
く
か
ら
の
治
水
対
策
の

積
み
重
ね
の
中
で
、
こ
れ
を
克
服
し
て
き
ま
し
た
。

　
70
年
の
あ
ゆ
み
と
し
て
年
表
に
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
40
年
代
か
ら
は
、
明

る
い
ま
ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て
、
様
々
な
公
共
工
事
を
進
め
、
着
々
と
公
共

施
設
を
整
備
し
、
昭
和
51
年
に
は
町
人
口
が
３
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
町
民
の
心
を
磨

く
運
動
と
し
て
昭
和
48
年
に
制
定
し
た
養
老
町
民
憲
章
は
、
今
で
は
町
民
の
大
半
が
暗

唱
で
き
る
ま
で
に
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
面
で
は
、
稲
作
や
畜
産
に
加
え
て
、
名
古
屋
市
や
岐
阜
市
に
近
く
、
西
濃
地
方

の
中
核
都
市
で
あ
る
大
垣
市
に
も
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
工
業
や
観
光
産
業
な

ど
の
分
野
で
も
、
中
京
経
済
圏
と
と
も
に
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
中

で
も
食
肉
事
業
は
、
本
町
の
明
る
い
未
来
の
創
造
に
欠
か
せ
な
い
産
業
へ
と
成
長
し
ま

し
た
。

　
こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
て
も
、
東
海
環
状
自
動
車
道
養
老
Ｉ
Ｃ
と
名
神
高

速
道
路
養
老
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
、
養
老
町
と
中
京
経
済
圏
の
距
離
は
さ
ら

に
縮
ま
り
、
産
業
の
飛
躍
的
な
発
展
が
見
込
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
型
の
企
業

誘
致
に
も
繋
が
っ
て
お
り
、
西
回
り
の
県
境
間
が
開
通
す
れ
ば
、
さ
ら
に
県
内
外
か
ら

注
目
を
集
め
る
エ
リ
ア
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
養
老
Ｓ
Ａ

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
周
辺
で
も
民
間
主
導
型
の
工
業
団
地
が
進
出
し
、
今
後
、
一
層
の
産

業
の
集
積
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
て
大
き
な
節
目
を
迎
え
た
養
老
町
が
、
こ
れ
か
ら
多
様
化
す
る
課
題
に
的
確

に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
恵
ま
れ
た
交
通
利

便
性
を
活
か
し
た
生
活
基
盤
の
充
実
を
図
り
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
ひ
と
・
ま
ち
・
産

業
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
、
的
確
な
情
報
発
信
に
努
め
、
問
題
意

識
を
共
有
し
な
が
ら
、未
来
に
向
け
て
の
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、10
年
先
、

20
年
先
、
30
年
先
に
お
い
て
も
、
町
民
と
し
て
の
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
」
を
一
人
ひ

と
り
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
養
老
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
共
に
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。
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　国民スポーツ大会ＳＡＧＡ2024へウエイトリフティン
グで出場する佐藤祐真選手（イビデン樹脂株式会社　写真
右下）、馬術で出場する西脇友彦選手と西脇小夜子選手（と
もにニシワキステーブル　写真中央下と左下）の活躍を祈
念し、９月25日（水）に激励会を行いました。
　佐藤選手は「結果を残して悔いのない大会にしたいです。
腰や手首などを痛めることが多いスポーツですが、大会に
は万全の調子で出場できるように臨みたいです」と大会へ
の思いを話し、西脇選手夫妻は「岐阜県代表全体として良
い結果を残し、満足のいく大会にしたいです。馬のコン
ディションがとても大切な競技なので、馬のケアも欠かさ
ずに行っていきたいです」と意気込みを話しました。

　９月14日（土）に町役場玄関前駐車場において「養老町制
施行70周年記念　軽トラＳＤＧｓマルシェ」を開催しまし
た。軽トラＳＤＧｓマルシェは今年度に３回の開催を予定
しており、農作物の地産地消や地域コミュニティの拡大を
目的としています。
　マルシェには10店舗が出店し、町内で作られた農作物や
町特産ブランド認証品をはじめとした“養老町ならでは”の
商品が生産者自ら販売されるなど「食べる・買う・体験する」
イベントとなりました。開場と同時に多くの買い物客で賑
わい、来場者と出店者が一緒にＳＤＧｓについて考える機
会となりました。

軽トラマルシェでＳＤＧｓについて考える軽トラマルシェでＳＤＧｓについて考える結果を残して、悔いを残さず結果を残して、悔いを残さず

　９月13日（金）に新拓興産株式会社（高田）より、養老町制
施行70周年を記念して100万円を寄附いただきました。
　同社の久保田寛治代表取締役は「私は養老町で生まれ育
ち、会社も設立して以来、養老町とともに成長してきまし
た。その恩を返したい思いと、育ててくれたこの町が町制
70周年を契機として、さらに発展していくことを願って寄
附しました」と寄附に込められた願いを話し、川地憲元町
長は「このような“ふるさと養老を思う気持ち”は、まちの
これからを支えていくものだと思います。いただいた寄附
を大切に活用し、町制70周年の節目を町と町民で一丸と
なって盛り上げていきたいと思います」と感謝の言葉を送
りました。

ふるさと養老を思う気持ちふるさと養老を思う気持ち ちーオシ完成！豊かな自然、そこに息づく養老文化！ちーオシ完成！豊かな自然、そこに息づく養老文化！

　酒井ミヨノさん（大場）が100歳の誕生日を迎えられ、10
月９日（水）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金
が贈呈されました。
　酒井さんは社交的で、人と関わるのが好きなため、少し
前まではカラオケや旅行などの老人会活動に積極的に参加
して楽しんでいたそうです。
　また、食べることが好きで、嫌いな食べものは特になく、
なんでも食べるそうです。大好物はチョコレートで、食べ
ると幸せいっぱいの笑顔を見せてくれるそうです。

　安田絹さん（船附）が100歳の誕生日を迎えられ、10月２
日（水）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金が贈
呈されました。
　安田さんは、優しい家族に囲まれて毎日を過ごしていて、
おうちが大好きなのだそうです。食事は好き嫌いをせずに
なんでも食べ、健康のためにお宮さんまで歩き、お参りす
ることを毎日の日課としているそうです。
　茶道、華道、俳句など多趣味で、俳句については最近ま
で教えていたそうで、今回の訪問では【鶯や　家族の愛に
　百寿なり】と素敵な句を詠んでくれました。

　９月28日（土）に町民会館において、町社会福祉協議会の
主催で養老町制施行70周年記念　第25回養老町社会福祉
大会が開催されました。社会福祉向上に対する功労者を表
彰するとともに、福祉活動の充実を図り、互いを気遣い・
支え合うことができる地域社会を実現するために、地域と
連携・協働して、交流を深める場所や環境の整備などを進
めていくことが大切だと再確認しました。
　小久保晴代氏による「介護予防・認知症予防として、何
をすべきか！～快適な日々を送るために～」をテーマとし
た記念講演も開催され、参加者は一緒に体を動かしたり、
メモを取りながら快適な日々を送るための心構えなどを学
びました。

　９月22日（日）に町中央公園多目的広場にて、県ペタンク
協会と町ペタンク協会の主催で養老オープンペタンク大会
が開催されました。この大会は、来年の10月18日（土）よ
り養老町で開催が予定されている第37回全国健康福祉祭ぎ
ふ大会「ねんりんピック岐阜2025」ペタンク交流大会のリ
ハーサルも兼ねて開催されました。
　東海や関西地方の43チーム（１チーム３人編成）が出場し、
予選リーグと決勝トーナメントによって順位を決めました。
チームがそれぞれに心をひとつにして戦略を練り、白熱し
た試合を繰り広げ、参加者は爽やかな汗を流しながら、ペ
タンクをとおして親交を深めました。

地域で支えあい、安心して暮らせるまちに地域で支えあい、安心して暮らせるまちに ペタンクで得る健康と親交ペタンクで得る健康と親交

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

　大阪府で開催される第27回全国ヤングバレーボール大会
に愛知県代表として出場するウルフドッグス名古屋Ｕ14の
問山颯太朗選手（東部中学校３年）が、９月11日（水）に川地
憲元町長を訪問しました。
　問山選手は「あと１点が取れずに負けてしまったことも
あるので、最後の１点を取り切る力がとても大切だと思い
ます。勝利を決めるまでは気を抜かず、全力でプレーした
いです」と大会への意気込みを話し、川地町長は「憧れてい
る選手のようなプロになることを目指して、これから先も
バレーを続けていってもらいたいと思います」とこれから
の活躍を期待し、エールを送りました。

勝負を決める最後の１点を取るまで勝負を決める最後の１点を取るまで
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　国民スポーツ大会ＳＡＧＡ2024へウエイトリフティン
グで出場する佐藤祐真選手（イビデン樹脂株式会社　写真
右下）、馬術で出場する西脇友彦選手と西脇小夜子選手（と
もにニシワキステーブル　写真中央下と左下）の活躍を祈
念し、９月25日（水）に激励会を行いました。
　佐藤選手は「結果を残して悔いのない大会にしたいです。
腰や手首などを痛めることが多いスポーツですが、大会に
は万全の調子で出場できるように臨みたいです」と大会へ
の思いを話し、西脇選手夫妻は「岐阜県代表全体として良
い結果を残し、満足のいく大会にしたいです。馬のコン
ディションがとても大切な競技なので、馬のケアも欠かさ
ずに行っていきたいです」と意気込みを話しました。

　９月14日（土）に町役場玄関前駐車場において「養老町制
施行70周年記念　軽トラＳＤＧｓマルシェ」を開催しまし
た。軽トラＳＤＧｓマルシェは今年度に３回の開催を予定
しており、農作物の地産地消や地域コミュニティの拡大を
目的としています。
　マルシェには10店舗が出店し、町内で作られた農作物や
町特産ブランド認証品をはじめとした“養老町ならでは”の
商品が生産者自ら販売されるなど「食べる・買う・体験する」
イベントとなりました。開場と同時に多くの買い物客で賑
わい、来場者と出店者が一緒にＳＤＧｓについて考える機
会となりました。

軽トラマルシェでＳＤＧｓについて考える軽トラマルシェでＳＤＧｓについて考える結果を残して、悔いを残さず結果を残して、悔いを残さず

　９月13日（金）に新拓興産株式会社（高田）より、養老町制
施行70周年を記念して100万円を寄附いただきました。
　同社の久保田寛治代表取締役は「私は養老町で生まれ育
ち、会社も設立して以来、養老町とともに成長してきまし
た。その恩を返したい思いと、育ててくれたこの町が町制
70周年を契機として、さらに発展していくことを願って寄
附しました」と寄附に込められた願いを話し、川地憲元町
長は「このような“ふるさと養老を思う気持ち”は、まちの
これからを支えていくものだと思います。いただいた寄附
を大切に活用し、町制70周年の節目を町と町民で一丸と
なって盛り上げていきたいと思います」と感謝の言葉を送
りました。

ふるさと養老を思う気持ちふるさと養老を思う気持ち ちーオシ完成！豊かな自然、そこに息づく養老文化！ちーオシ完成！豊かな自然、そこに息づく養老文化！

　酒井ミヨノさん（大場）が100歳の誕生日を迎えられ、10
月９日（水）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金
が贈呈されました。
　酒井さんは社交的で、人と関わるのが好きなため、少し
前まではカラオケや旅行などの老人会活動に積極的に参加
して楽しんでいたそうです。
　また、食べることが好きで、嫌いな食べものは特になく、
なんでも食べるそうです。大好物はチョコレートで、食べ
ると幸せいっぱいの笑顔を見せてくれるそうです。

　安田絹さん（船附）が100歳の誕生日を迎えられ、10月２
日（水）に川地憲元町長から長寿のお祝い状とお祝い金が贈
呈されました。
　安田さんは、優しい家族に囲まれて毎日を過ごしていて、
おうちが大好きなのだそうです。食事は好き嫌いをせずに
なんでも食べ、健康のためにお宮さんまで歩き、お参りす
ることを毎日の日課としているそうです。
　茶道、華道、俳句など多趣味で、俳句については最近ま
で教えていたそうで、今回の訪問では【鶯や　家族の愛に
　百寿なり】と素敵な句を詠んでくれました。

　９月28日（土）に町民会館において、町社会福祉協議会の
主催で養老町制施行70周年記念　第25回養老町社会福祉
大会が開催されました。社会福祉向上に対する功労者を表
彰するとともに、福祉活動の充実を図り、互いを気遣い・
支え合うことができる地域社会を実現するために、地域と
連携・協働して、交流を深める場所や環境の整備などを進
めていくことが大切だと再確認しました。
　小久保晴代氏による「介護予防・認知症予防として、何
をすべきか！～快適な日々を送るために～」をテーマとし
た記念講演も開催され、参加者は一緒に体を動かしたり、
メモを取りながら快適な日々を送るための心構えなどを学
びました。

　９月22日（日）に町中央公園多目的広場にて、県ペタンク
協会と町ペタンク協会の主催で養老オープンペタンク大会
が開催されました。この大会は、来年の10月18日（土）よ
り養老町で開催が予定されている第37回全国健康福祉祭ぎ
ふ大会「ねんりんピック岐阜2025」ペタンク交流大会のリ
ハーサルも兼ねて開催されました。
　東海や関西地方の43チーム（１チーム３人編成）が出場し、
予選リーグと決勝トーナメントによって順位を決めました。
チームがそれぞれに心をひとつにして戦略を練り、白熱し
た試合を繰り広げ、参加者は爽やかな汗を流しながら、ペ
タンクをとおして親交を深めました。

地域で支えあい、安心して暮らせるまちに地域で支えあい、安心して暮らせるまちに ペタンクで得る健康と親交ペタンクで得る健康と親交

ご長寿おめでとうございますご長寿おめでとうございます

　大阪府で開催される第27回全国ヤングバレーボール大会
に愛知県代表として出場するウルフドッグス名古屋Ｕ14の
問山颯太朗選手（東部中学校３年）が、９月11日（水）に川地
憲元町長を訪問しました。
　問山選手は「あと１点が取れずに負けてしまったことも
あるので、最後の１点を取り切る力がとても大切だと思い
ます。勝利を決めるまでは気を抜かず、全力でプレーした
いです」と大会への意気込みを話し、川地町長は「憧れてい
る選手のようなプロになることを目指して、これから先も
バレーを続けていってもらいたいと思います」とこれから
の活躍を期待し、エールを送りました。

勝負を決める最後の１点を取るまで勝負を決める最後の１点を取るまで
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学校のあり方を皆さまとともに考えるために　～子ども未来シンポジウムを開催しました～
　本町では、児童数の減少の推移を踏まえ、将来を展望した学校のあり方について、幅広い見地から検討し、方向性を見
出すため、本年６月に「学校のあり方検討委員会」を設置し、“児童数の推移を踏まえた小学校の適正規模・適正配置につい
て”および“それを踏まえた本町小中学校の将来像について”の２つの諮問事項について協議し、より良い教育環境の構築と
質の高い学校教育の実現を目指しています。
　９月21日（土）には、本町の学校の現状について情報共有し、本町の子どもたちにとって望ましい学校像について、参加
者の皆さまとともに考える機会とするため、町民会館にて「子ども未来シンポジウム　～学校のあり方を考える～」を開催
したところ、約300人もの参加がありました。
　シンポジウムは２部構成で開催し、第１部では、本年４月からスタートした「義務教育学校　大垣市立上石津学園」およ
び「海津市立海津小学校」の校長先生より新たな学校づくりの現状について事例や取り組みについて発表がありました。第
２部では、パネルディスカッションとして、養老町学校のあり方検討委員長である安田和夫氏をコーディネーターとして、
５人のパネリストとともに養老町の未来の学校のあり方についてディスカッションしていただきました。本町の学校の現
状を踏まえ、今、目の前の子どもたちのためにできることを考え、本町のめざす将来の学校像について、参加者の皆さま
から意見や感想などもいただき、会場全体が一体となって考える有意義な会となりました。
　今後はアンケート調査の実施などにより、幅広い世代の皆さまから意見をいただき、未来ある子どもたちが安心して楽
しく期待感がもてる教育環境の構築を目指していきます。

※～養老町の未来の学校のあり方を考える～と題し、「養老町学校のあり方検討委員会」のこれまでのあゆみと今後につい
て、広報「養老」11月号にてチラシを同時配布しましたので、ぜひご覧ください。

　「義務教育学校　大垣市立上石津学園」および「海津市立海津小学校」にお
ける新たな学校づくりの現状について校長先生より発表がありました。

　養老町の未来の学校のあり方につ
いてディスカッションしました。

教育総務課　☎32-5085
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山
田
周
二　９月町議会定例会で、新教育長に早﨑京子氏（61）

が選任同意され、就任しました。
　任期は令和９年９月 30日までです。
【略歴】
　昭和 61年　各務原市立蘇原中学校に奉職。以後、
町立高田中学校教頭、町立養老小学校校長などを歴
任。
養老町直江在住

健康福祉課　☎32-1105

認知症カフェに参加してみませんか
　認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、認知症の人や認知症へ不安のある人、その家族、地域住民、
専門職など、皆さまが気軽に参加し集える場所として「認知症カフェ」を開催します。
　11月の開催日は下記のとおりです。内容などの詳細については各事業者へお問い合わせください。
 
■開催日時および事業者
　11月 22日 ( 金 )　14 時～ 16時　船戸クリニック (船附 )                   ☎36-0070
　11 月 24 日 ( 日 )　10 時～ 12時　デイサービスこすもす花畑 (有尾 )　 ☎33-2137

11　月

６日（水）・13日（水）・20日(水)

12　月

10日(火)・17日(火)

移動型スマホ教室「スマホなんでもサポート号」
　快適な車内で、少人数で実施するわかりやすいスマホ教室を開催します！
　機種や携帯会社に関係なく、スマホをお持ちでない人でも受講することができます。参加を希
望する教室を下記予約窓口にてお申し込みください。
　開催日は「スマホ相談窓口」も併設します。スマホに関するお困り事など、お気軽にご相談ください。

◆開催場所　町中央公民館　駐車場
◆開 催 日

◆申 込 先

◆開催時間／内容

スマホなんでもサポート号予約窓口 ☎（通話料無料）0800-111- 9442
※つながりにくい場合は、時間を空けてご連絡ください受付時間　９時～ 17時（土・日曜日、祝日も可）

時間 内　　　容 内　　　容定員 定員

13時～
14時

14時30分～
15時30分

11時～
12時

３人

３人

１組
個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

Androidの使い方（基礎編）
マップ機能の基本操作やルート検索方法、カメラを使った動
画撮影やQRコードの読み取り方を学びます。

LINEでコミュニケーション
メッセージや写真・スタンプの送り方、グループトークの作
り方、ビデオ通話の仕方を学びます。
※LINEが利用可能なスマホお持ちください。

３人

３人

１組

Androidの使い方（基礎編）
マップ機能の基本操作やルート検索方法、カメラを使った動
画撮影やQRコードの読み取り方を学びます。

個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

LINEでコミュニケーション
メッセージや写真・スタンプの送り方、グループトークの作
り方、ビデオ通話の仕方を学びます。
※LINEが利用可能なスマホお持ちください。

スマホ教室のお知らせ
（養老町ホームページ）

企画財政課　☎32-1102

建設課　☎32-5081

空き家問題解決無料相談の12月開催の案内について
　昨年度に引き続き、サテライト空き家相談事業として空き家に関しての悩みがある人などを対象に個別相談を開催して
います。無料相談を希望する人は、建設課までお問い合わせください。

【対象者】町内空き家所有者など
　（空き家所有者、今後相続などにより空き家の所有者になりそうな人、現在の住まいが空き家となる心配のある人など）

【日時・場所】
12 月 19 日（木）13時～ 16時　多芸公民館にて開催します。

【予約】
　事前予約が必要です。受付期間は 11月 29日（金）までとなりますので、平日９時から 17時までに電話または建設課
窓口にて予約してください。

新教育長に 早﨑　京子 氏就任
はやざき きょうこ
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学校のあり方を皆さまとともに考えるために　～子ども未来シンポジウムを開催しました～
　本町では、児童数の減少の推移を踏まえ、将来を展望した学校のあり方について、幅広い見地から検討し、方向性を見
出すため、本年６月に「学校のあり方検討委員会」を設置し、“児童数の推移を踏まえた小学校の適正規模・適正配置につい
て”および“それを踏まえた本町小中学校の将来像について”の２つの諮問事項について協議し、より良い教育環境の構築と
質の高い学校教育の実現を目指しています。
　９月21日（土）には、本町の学校の現状について情報共有し、本町の子どもたちにとって望ましい学校像について、参加
者の皆さまとともに考える機会とするため、町民会館にて「子ども未来シンポジウム　～学校のあり方を考える～」を開催
したところ、約300人もの参加がありました。
　シンポジウムは２部構成で開催し、第１部では、本年４月からスタートした「義務教育学校　大垣市立上石津学園」およ
び「海津市立海津小学校」の校長先生より新たな学校づくりの現状について事例や取り組みについて発表がありました。第
２部では、パネルディスカッションとして、養老町学校のあり方検討委員長である安田和夫氏をコーディネーターとして、
５人のパネリストとともに養老町の未来の学校のあり方についてディスカッションしていただきました。本町の学校の現
状を踏まえ、今、目の前の子どもたちのためにできることを考え、本町のめざす将来の学校像について、参加者の皆さま
から意見や感想などもいただき、会場全体が一体となって考える有意義な会となりました。
　今後はアンケート調査の実施などにより、幅広い世代の皆さまから意見をいただき、未来ある子どもたちが安心して楽
しく期待感がもてる教育環境の構築を目指していきます。

※～養老町の未来の学校のあり方を考える～と題し、「養老町学校のあり方検討委員会」のこれまでのあゆみと今後につい
て、広報「養老」11月号にてチラシを同時配布しましたので、ぜひご覧ください。

　「義務教育学校　大垣市立上石津学園」および「海津市立海津小学校」にお
ける新たな学校づくりの現状について校長先生より発表がありました。

　養老町の未来の学校のあり方につ
いてディスカッションしました。

教育総務課　☎32-5085
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山
田
周
二　９月町議会定例会で、新教育長に早﨑京子氏（61）

が選任同意され、就任しました。
　任期は令和９年９月 30日までです。
【略歴】
　昭和 61年　各務原市立蘇原中学校に奉職。以後、
町立高田中学校教頭、町立養老小学校校長などを歴
任。
養老町直江在住

健康福祉課　☎32-1105

認知症カフェに参加してみませんか
　認知症になっても住み慣れた地域で安心して生活できるよう、認知症の人や認知症へ不安のある人、その家族、地域住民、
専門職など、皆さまが気軽に参加し集える場所として「認知症カフェ」を開催します。
　11月の開催日は下記のとおりです。内容などの詳細については各事業者へお問い合わせください。
 
■開催日時および事業者
　11月 22日 ( 金 )　14 時～ 16時　船戸クリニック (船附 )                   ☎36-0070
　11 月 24 日 ( 日 )　10 時～ 12時　デイサービスこすもす花畑 (有尾 )　 ☎33-2137

11　月

６日（水）・13日（水）・20日(水)

12　月

10日(火)・17日(火)

移動型スマホ教室「スマホなんでもサポート号」
　快適な車内で、少人数で実施するわかりやすいスマホ教室を開催します！
　機種や携帯会社に関係なく、スマホをお持ちでない人でも受講することができます。参加を希
望する教室を下記予約窓口にてお申し込みください。
　開催日は「スマホ相談窓口」も併設します。スマホに関するお困り事など、お気軽にご相談ください。

◆開催場所　町中央公民館　駐車場
◆開 催 日

◆申 込 先

◆開催時間／内容

スマホなんでもサポート号予約窓口 ☎（通話料無料）0800-111- 9442
※つながりにくい場合は、時間を空けてご連絡ください受付時間　９時～ 17時（土・日曜日、祝日も可）

時間 内　　　容 内　　　容定員 定員

13時～
14時

14時30分～
15時30分

11時～
12時

３人

３人

１組
個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

Androidの使い方（基礎編）
マップ機能の基本操作やルート検索方法、カメラを使った動
画撮影やQRコードの読み取り方を学びます。

LINEでコミュニケーション
メッセージや写真・スタンプの送り方、グループトークの作
り方、ビデオ通話の仕方を学びます。
※LINEが利用可能なスマホお持ちください。

３人

３人

１組

Androidの使い方（基礎編）
マップ機能の基本操作やルート検索方法、カメラを使った動
画撮影やQRコードの読み取り方を学びます。

個別相談会（先着１組、最大３人まで）
（疑問・お困り事を集中的に解消）

LINEでコミュニケーション
メッセージや写真・スタンプの送り方、グループトークの作
り方、ビデオ通話の仕方を学びます。
※LINEが利用可能なスマホお持ちください。

スマホ教室のお知らせ
（養老町ホームページ）

企画財政課　☎32-1102

建設課　☎32-5081

空き家問題解決無料相談の12月開催の案内について
　昨年度に引き続き、サテライト空き家相談事業として空き家に関しての悩みがある人などを対象に個別相談を開催して
います。無料相談を希望する人は、建設課までお問い合わせください。

【対象者】町内空き家所有者など
　（空き家所有者、今後相続などにより空き家の所有者になりそうな人、現在の住まいが空き家となる心配のある人など）

【日時・場所】
12 月 19 日（木）13時～ 16時　多芸公民館にて開催します。

【予約】
　事前予約が必要です。受付期間は 11月 29日（金）までとなりますので、平日９時から 17時までに電話または建設課
窓口にて予約してください。

新教育長に 早﨑　京子 氏就任
はやざき きょうこ
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企画財政課　☎32-1102

令和５年度の決算状況をお知らせします令和５年度　一般会計
　令和５年度養老町一般会計および特別会計の歳入歳出決算が、令和６年第３回養老町議会定例会において認定されまし
たので、決算の概要をお知らせします。
　一般会計の決算は、歳入 131 億 4,405 万９千円、歳出 121 億 3,621 万円となり、前年度に比べ、歳入が 2億 6,034 万
６千円の減、歳出が２億 5,996 万７千円の減となりました。また、特別会計の決算の合計は、歳入 78億 7,691 万８千円、
歳出 67億 9,735 万５千円で、前年度に比べ、歳入が 3,133 万４千円の減、歳出が 837 万７千円の減となりました。

令和５年度　健全化判断比率および資金不足比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、令和５年度健全化判断比率および資金不足比率を算定しましたの
で公表します。

会 計 名

一 般 会 計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 翌年繰越額 うち翌年度へ
繰越すべき財源 実質収支額

合 計

国 民 健 康 保 健

簡 易 水 道

食肉事業センター

住宅新築資金等貸付

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

介護サービス事業

後期高齢者医療

小 計

13,144,059
3,845,961
66,744
152,120
73,787
40,783

3,241,636
20,224
435,663
7,876,918
21,020,977

12,136,210
3,192,177
14,214
146,438

466
30,114

2,964,544
19,019
430,383
6,797,355
18,933,565

1,007,849
653,784
52,530
5,682
73,321
10,669
277,092
1,205
5,280

1,079,563
2,087,412

145,016
0
0
0
0
0
0
0
0
0

145,016

19,467
0
0
0
0
0
0
0
0
0

19,467

988,382
653,784
52,530
5,682
73,321
10,669
277,092
1,205
5,280

1,079,563
2,067,945

特

別

会

計

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げと合計が一致しない場合があります。

令和５年度　養老町歳入歳出決算総括表 （単位：千円）

－

－

－

－

－

20.0

上水道事業会計

公共下水道事業会計

簡易水道特別会計

食肉事業センター特別会計

農業集落排水事業特別会計

会 計 名 資金不足比率
参 考

経営健全化基準
項 目

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

－

8.2
32.6

14.04
19.04
25.0
350.0

20.00
30.00
35.0

健全化判断比率
参 考

早期健全化基準 財政再生基準

○健全化判断比率
　健全化判断比率は、いずれも早期健全化基準を下回っ
ており、財政の健全性は保たれていると判断できます。

○資金不足比率
　いずれの事業も資金不足額が生じていないことから、
経営の健全性は保たれていると判断できます。

(単位：％)

※実質赤字額および連結実質赤字額がないため「－」と表示しています。

※資金不足額がないため「－」と表示しています。

(単位：％)

用語解説

○実 質 赤 字 比 率　一般会計などに生じている赤字の大きさを、標準財政規模（町の標準的な状態で通常収入され
るであろう経常的一般財源の規模）に対する割合で表したもの。

○連結実質赤字比率　上水道や下水道など公営企業を含む全会計に生じている赤字の大きさを、標準財政規模に対す
る割合で表したもの。

○実質公債費比率　町の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、標準財政規模に対する割合で表したもの。
○将 来 負 担 比 率　町の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、標準財政規模に対する割合で表し

たもの。
○資 金 不 足 比 率　上水道や下水道などの公営企業の資金不足を、料金収入などの規模と比較して指標化し、経営

状態の悪化の度合いを示すもの。
※より詳しい内容を町ホームページに掲載していますのでご覧ください。   

自主財源
6,754,614
51.4%

依存財源

6,389,445

48.6%

町税 3,498,573
26.6%

寄附金
1,086,070
8.3%

繰越金
1,008,228 7.7%

繰入金
551,240 4.2%

諸収入 267,602 2.0%

使用料及び手数料
212,758 1.6%その他【自主財源】

130,143 1.0%
その他【依存財源】
150,447 1.1%

地方譲与税
182,783 1.4%

町債 331,663
2.5%

地方消費税交付金
664,928
5.1%

県支出金 853,613
6.5%

国庫支出金 1,517,459
11.5%

地方交付税 2,688,552
20.4%

歳入合計
13,144,059千円

議会費 89,994
0.7%

総務費
2,448,397
20.2%

民生費
3,972,908
32.7%衛生費

1,204,687
9.9%

労働費 102
0.0%

農林水産業費
518,756
4.3%

商工費
540,755
4.5%

土木費
719,784
5.9%

消防費
660,163
5.4%

教育費
956,134
7.9% 公債費

1,024,530
8.5%

歳出合計
12,136,210千円

人件費

2,248,116

18.5%

物件費
2,391,508
19.7%

維持補修費
61,821
0.5%

扶助費
2,049,622
16.9%

補助費等
1,669,765
13.8%

公債費
1,024,530
8.4%

積立金
824,536
6.8%

繰出金
1,210,118
10.0%

普通建設事業費
656,194
5.4%

歳出合計
12,136,210千円

その他の内訳
【自主財源】
分担金及び負担金　　　　109,936 　0.8%
財産収入　　　　　　　　 20,207　0.2%

【依存財源】
法人事業税交付金　　　　 53,225　0.4%
株式等譲渡所得割交付金　 25,797　0.2%
環境性能割交付金　　　　 23,849　0.2%
配当割交付金　　　　　　 23,049　0.2%
地方特例交付金　　　　　 21,286　0.2%
交通安全対策特別交付金　 1,853　0.0%
利子割交付金　　　　　　 1,189　0.0%
自動車取得税交付金　　　 199　0.0%

歳入決算額の内訳

歳出決算額の内訳

目的別 性質別

（単位：千円）

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げと合計が一致しない場合があります。
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企画財政課　☎32-1102

令和５年度の決算状況をお知らせします令和５年度　一般会計
　令和５年度養老町一般会計および特別会計の歳入歳出決算が、令和６年第３回養老町議会定例会において認定されまし
たので、決算の概要をお知らせします。
　一般会計の決算は、歳入 131 億 4,405 万９千円、歳出 121 億 3,621 万円となり、前年度に比べ、歳入が 2億 6,034 万
６千円の減、歳出が２億 5,996 万７千円の減となりました。また、特別会計の決算の合計は、歳入 78億 7,691 万８千円、
歳出 67億 9,735 万５千円で、前年度に比べ、歳入が 3,133 万４千円の減、歳出が 837 万７千円の減となりました。

令和５年度　健全化判断比率および資金不足比率
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、令和５年度健全化判断比率および資金不足比率を算定しましたの
で公表します。

会 計 名

一 般 会 計

歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額 翌年繰越額 うち翌年度へ
繰越すべき財源 実質収支額

合 計

国 民 健 康 保 健

簡 易 水 道

食肉事業センター

住宅新築資金等貸付

農業集落排水事業

介 護 保 険 事 業

介護サービス事業

後期高齢者医療

小 計

13,144,059
3,845,961
66,744
152,120
73,787
40,783

3,241,636
20,224
435,663
7,876,918
21,020,977

12,136,210
3,192,177
14,214
146,438

466
30,114

2,964,544
19,019
430,383
6,797,355
18,933,565

1,007,849
653,784
52,530
5,682
73,321
10,669
277,092
1,205
5,280

1,079,563
2,087,412

145,016
0
0
0
0
0
0
0
0
0

145,016

19,467
0
0
0
0
0
0
0
0
0

19,467

988,382
653,784
52,530
5,682
73,321
10,669
277,092
1,205
5,280

1,079,563
2,067,945

特

別

会

計

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げと合計が一致しない場合があります。

令和５年度　養老町歳入歳出決算総括表 （単位：千円）

－

－

－

－

－

20.0

上水道事業会計

公共下水道事業会計

簡易水道特別会計

食肉事業センター特別会計

農業集落排水事業特別会計

会 計 名 資金不足比率
参 考

経営健全化基準
項 目

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

－

8.2
32.6

14.04
19.04
25.0
350.0

20.00
30.00
35.0

健全化判断比率
参 考

早期健全化基準 財政再生基準

○健全化判断比率
　健全化判断比率は、いずれも早期健全化基準を下回っ
ており、財政の健全性は保たれていると判断できます。

○資金不足比率
　いずれの事業も資金不足額が生じていないことから、
経営の健全性は保たれていると判断できます。

(単位：％)

※実質赤字額および連結実質赤字額がないため「－」と表示しています。

※資金不足額がないため「－」と表示しています。

(単位：％)

用語解説

○実 質 赤 字 比 率　一般会計などに生じている赤字の大きさを、標準財政規模（町の標準的な状態で通常収入され
るであろう経常的一般財源の規模）に対する割合で表したもの。

○連結実質赤字比率　上水道や下水道など公営企業を含む全会計に生じている赤字の大きさを、標準財政規模に対す
る割合で表したもの。

○実質公債費比率　町の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、標準財政規模に対する割合で表したもの。
○将 来 負 担 比 率　町の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、標準財政規模に対する割合で表し

たもの。
○資 金 不 足 比 率　上水道や下水道などの公営企業の資金不足を、料金収入などの規模と比較して指標化し、経営

状態の悪化の度合いを示すもの。
※より詳しい内容を町ホームページに掲載していますのでご覧ください。   

自主財源
6,754,614
51.4%

依存財源

6,389,445

48.6%

町税 3,498,573
26.6%

寄附金
1,086,070
8.3%

繰越金
1,008,228 7.7%

繰入金
551,240 4.2%

諸収入 267,602 2.0%

使用料及び手数料
212,758 1.6%その他【自主財源】

130,143 1.0%
その他【依存財源】
150,447 1.1%

地方譲与税
182,783 1.4%

町債 331,663
2.5%

地方消費税交付金
664,928
5.1%

県支出金 853,613
6.5%

国庫支出金 1,517,459
11.5%

地方交付税 2,688,552
20.4%

歳入合計
13,144,059千円

議会費 89,994
0.7%

総務費
2,448,397
20.2%

民生費
3,972,908
32.7%衛生費

1,204,687
9.9%

労働費 102
0.0%

農林水産業費
518,756
4.3%

商工費
540,755
4.5%

土木費
719,784
5.9%

消防費
660,163
5.4%

教育費
956,134
7.9% 公債費

1,024,530
8.5%

歳出合計
12,136,210千円

人件費

2,248,116

18.5%

物件費
2,391,508
19.7%

維持補修費
61,821
0.5%

扶助費
2,049,622
16.9%

補助費等
1,669,765
13.8%

公債費
1,024,530
8.4%

積立金
824,536
6.8%

繰出金
1,210,118
10.0%

普通建設事業費
656,194
5.4%

歳出合計
12,136,210千円

その他の内訳
【自主財源】
分担金及び負担金　　　　109,936 　0.8%
財産収入　　　　　　　　 20,207　0.2%

【依存財源】
法人事業税交付金　　　　 53,225　0.4%
株式等譲渡所得割交付金　 25,797　0.2%
環境性能割交付金　　　　 23,849　0.2%
配当割交付金　　　　　　 23,049　0.2%
地方特例交付金　　　　　 21,286　0.2%
交通安全対策特別交付金　 1,853　0.0%
利子割交付金　　　　　　 1,189　0.0%
自動車取得税交付金　　　 199　0.0%

歳入決算額の内訳

歳出決算額の内訳

目的別 性質別

（単位：千円）

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、積み上げと合計が一致しない場合があります。
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上水道事業・公共下水道事業業務状況をお知らせします
　地方公営企業法第 40条の２の規定により令和５年４月１日から令和６年３月 31日までの業務状況をお知らせします。

収入
88,938,590 円

収入
88,938,590 円

一般会計補助金など
86,712,590 円
一般会計補助金など
86,712,590 円

受益者負担金など
2,226,000 円
受益者負担金など
2,226,000 円

支出
185,211,891 円

支出
185,211,891 円

企業債償還金など
184,974,191 円
企業債償還金など
184,974,191 円

機械および装置取付費など
237,700 円

機械および装置取付費など
237,700 円

収入
404,169,952 円

収入
404,169,952 円

下水道使用料収入
109,279,091 円
下水道使用料収入
109,279,091 円

その他
294,890,861 円

その他
294,890,861 円

支出
323,715,822 円

支出
323,715,822 円

減価償却費
149,106,793 円
減価償却費

149,106,793 円

施設の維持管理など
138,305,212 円
施設の維持管理など
138,305,212 円

支払利息など
36,303,817 円
支払利息など
36,303,817 円

収入
436,797,680 円

収入
436,797,680 円

その他
37,175,477 円

その他
37,175,477 円

水道料金収入
399,622,203 円
水道料金収入
399,622,203 円

支出
407,414,606 円

支出
407,414,606 円

減価償却費など
188,883,473 円
減価償却費など
188,883,473 円

施設の維持管理など
164,561,961 円
施設の維持管理など
164,561,961 円

支払利息など
53,969,172 円
支払利息など
53,969,172 円

支出
169,629,726 円

支出
169,629,726 円

企業債償還金
74,313,516 円
企業債償還金
74,313,516 円

配水管の布設や
ポンプ場の改修など
95,316,210 円

配水管の布設や
ポンプ場の改修など
95,316,210 円

収入
213,274,975 円

収入
213,274,975 円

負担金
205,992,975 円

負担金
205,992,975 円

工事分担金
7,282,000 円
工事分担金
7,282,000 円

令和５年度上水道事業決算

令和５年度公共下水道事業決算

収益的収支　事業の管理・運営に関する収入支出（税込）
令和５年度末の上水道事業業務の概要

項目
給水人口
給水戸数
年間配水量
年間一日平均配水量
年間有収水量
年間一日平均有収水量
年間有収率

業務量
24,436 人
8,772 戸

2,927,422 ㎥
8,020 ㎥

2,216,999 ㎥
6,074 ㎥
75.73 %

令和５年度末の公共下水道事業業務の概要

項目
水洗化人口
年間総処理水量
一日平均処理水量

業務量
4,286 人

845,953 ㎥
2,318 ㎥

令和５年度の主要な建設改良事業
事業の内容

配水管の布設
（西部簡易水道区域など）
遠隔監視装置の更新

事業量

358.2ｍ

２基

資本的収支　施設の建設・改良に関する収入支出（税込）

資本的収支　施設の建設・改良に関する収入支出（税込）

収益的収支　事業の管理・運営に関する収入支出（税込）

※資本的収支の差引不足額 96,273,301 円については、収益的収支の純利益の積立金などで補てんしました。

　マイナンバーカードの申請、受け取り、電子証明書更新などの手続きについて、下記の日程で休日窓口を開設します。
休日窓口は完全予約制で、平日の８時30分から17時15分まで電話にて予約を受け付けします。

●11月の開設日
　開設日　11月10日（日）　　受付時間　９時～16時　　受付場所　住民環境課窓口
　※予約制ではありますが、手続きには１人あたり15分ほど時間を要しますので、時間に余裕をもってお越しください。 
●持ち物　＜カ ー ド の 申 請＞　個人番号カード交付申請書（お持ちの人のみ）、通知カード、
　　　　　　　　　　　　　　　　本人確認書類
　　　　　＜カードの受け取り＞　交付通知書（はがき）、通知カード、住民基本台帳カードまたは
　　　　　　　　　　　　　　　　マイナンバーカード（お持ちの人のみ）、本人確認書類
　　　　　＜電子証明書更新、暗証番号再設定＞　マイナンバーカード

【マイナンバーカードに関する手続きについて】
※必ず本人が窓口にお越しください。
　なお、15歳未満の人または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
※マイナンバーカードの申請や受け取り時に暗証番号を記入していただきます。事前に暗証番号（英数字６桁以上16桁以
内および数字４桁）を決めておいてください。 

【マイナンバーカードの申請について】
　スマートフォンやパソコンなどを使って、既に送付されている個人番号カード交付申請書のＱＲコードを読み取り、マ
イナンバーカードオンライン申請サイトにアクセスし、メールアドレスや顔写真などの必要事項を登録することでマイナ
ンバーカードの交付申請をすることができます。詳しくは「ＱＲコード付き交付申請書でマイナンバーカードをつくろ
う！ https://mynumbercard.soumu.go.jp」をご覧ください。

次回の休日窓口開設日は、12月８日（日）です。
　システムのメンテナンスなどで日時が変更になる場合があります。町ホームページでご確認ください。

マイナンバーカードに関する休日窓口を開設します

「家族の絆 愛の詩」詩の祭典を開催します！

住民環境課　☎32-1104

養老町愛の詩募集実行委員会事務局（生涯学習課内）　☎32-5086

　養老町制施行 70周年記念　「清流の国ぎふ」文化祭 2024（第 39回国民文化祭および第 24回全国障害者芸術・文化祭）
「家族の絆 愛の詩」詩の祭典では、本年度 2,000 を超える応募があり、その中から入賞者による詩の朗読や現代詩普及促
進のための記念講演会、記念アトラクションとしてひょうたん笛の演奏を行います。
　詩を通じて家族の絆、人への思いやりを大切にする心を育み、「親孝行のまち養老」を全国へ発信する催しとします。
予約不要でどなたでも参加いただけますので、ぜひお越しください。
 日　時：11 月 17 日（日）13時 30分～（受付 13時～）
場　所：町民会館
入場料：無料

こども食堂の開催のお知らせ　『つばめ食堂in福祉センター（児童館）』
　町福祉センター（児童館）において、ボランティアグループが主催の「こども食堂」を初開催します。みんなで楽しく
食事した後は、児童館であそぼう！
　第１回目のメニューは「牛丼　ほか」です。
 ■日 時　11月 30日（土）11時 30分～
■場 所　町福祉センター（児童館）
■申込期間　11月８日（金）～（定員になり次第締め切り）
■対 象　中学生以下の子ども（小学生未満は保護者の付き添いが必要）
■定 員　30人
■参 加 費　子ども無料、付き添いの保護者 300 円（当日集金します）
※食事の持ち帰りはできません

ボランティアグループ「結（ゆい）」代表　佐野　☎090-8735-8792
養老町福祉センター（児童館）　☎32-1147　メールアドレス fukushi-ct@town.yoro.gifu.jp
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上水道事業・公共下水道事業業務状況をお知らせします
　地方公営企業法第 40条の２の規定により令和５年４月１日から令和６年３月 31日までの業務状況をお知らせします。
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令和５年度上水道事業決算

令和５年度公共下水道事業決算
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令和５年度末の公共下水道事業業務の概要
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358.2ｍ

２基

資本的収支　施設の建設・改良に関する収入支出（税込）

資本的収支　施設の建設・改良に関する収入支出（税込）

収益的収支　事業の管理・運営に関する収入支出（税込）

※資本的収支の差引不足額 96,273,301 円については、収益的収支の純利益の積立金などで補てんしました。
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マイナンバーカードに関する休日窓口を開設します

「家族の絆 愛の詩」詩の祭典を開催します！
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養老町愛の詩募集実行委員会事務局（生涯学習課内）　☎32-5086

　養老町制施行 70周年記念　「清流の国ぎふ」文化祭 2024（第 39回国民文化祭および第 24回全国障害者芸術・文化祭）
「家族の絆 愛の詩」詩の祭典では、本年度 2,000 を超える応募があり、その中から入賞者による詩の朗読や現代詩普及促
進のための記念講演会、記念アトラクションとしてひょうたん笛の演奏を行います。
　詩を通じて家族の絆、人への思いやりを大切にする心を育み、「親孝行のまち養老」を全国へ発信する催しとします。
予約不要でどなたでも参加いただけますので、ぜひお越しください。
 日　時：11 月 17 日（日）13時 30分～（受付 13時～）
場　所：町民会館
入場料：無料

こども食堂の開催のお知らせ　『つばめ食堂in福祉センター（児童館）』
　町福祉センター（児童館）において、ボランティアグループが主催の「こども食堂」を初開催します。みんなで楽しく
食事した後は、児童館であそぼう！
　第１回目のメニューは「牛丼　ほか」です。
 ■日 時　11月 30日（土）11時 30分～
■場 所　町福祉センター（児童館）
■申込期間　11月８日（金）～（定員になり次第締め切り）
■対 象　中学生以下の子ども（小学生未満は保護者の付き添いが必要）
■定 員　30人
■参 加 費　子ども無料、付き添いの保護者 300 円（当日集金します）
※食事の持ち帰りはできません

ボランティアグループ「結（ゆい）」代表　佐野　☎090-8735-8792
養老町福祉センター（児童館）　☎32-1147　メールアドレス fukushi-ct@town.yoro.gifu.jp
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Smart Town YORO Projectについて　シリーズ２

　広報「養老」10月号より３回にわたって養老 Pay を特集します。今回は養老 Pay の便利な機能についてご紹介します。「養
老 Pay」を知っていただき、普段の生活の中でぜひご利用ください。

養老ＩＤを登録しよう！

　現在、町が取り組んでいる「Smart  Town YORO Project」では、マイナンバーカードによる本人確認済みの ID（養
老 ID）を登録することで、サービスをより便利に利用していただくことを目指しています。
　養老 IDの登録により、養老 Pay に銀行口座やクレジットカードからのチャージが可能になり、コンビニに行かなくて
も必要な時にチャージが可能となります。残高が足らないときにはいつでも簡単にチャージが可能となりますので、おサ
イフ代わりとして毎日のお買い物にご利用ください。

イベント情報
養老Payサンクスキャンペーン第２弾開催中

詳しくはこちら

新機能
銀行口座チャージ方法

スタンプラリー機能

　養老 Pay の新機能として、町内のスポットで集めてス
タンプがたまるデジタルスタンプラリーを実施しました。
（現在は終了しています）養老 Pay のトップページ「イ
ベント」を開くと、現在実施中のイベントが表示されます。
スタンプラリーに参加して、養老町の魅力を再発見しよ
う。
　※養老 Pay サンクスキャンペーン第１弾は終了してい
ます。

養老Payで家族の見守り！

　「見守り機能」は養老 Pay 利用者が家族と “つながる” ことで養
老 Pay アプリをより安心してご利用いただくことを目的とした機
能です。家族などが「見守り対象者」の利用履歴が確認できるほか、
メールを通じて養老 Pay の利用をお知らせします。これにより親
が子の、また離れて暮らす高齢の家族などの利用状況を見守るこ
とができます。

産業観光課　☎32-1108
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地域子育て支援センター「出張ひろば」を開催します

後期高齢者医療からのお知らせ

国民健康保険からのお知らせ

　未就園児と保護者が気軽に集い、育児相談ができる常設の地域子育て支援センターから、スタッフが飛び出して別の会
場で出張ひろばを開催します。
　町内３つのセンターが同じ会場に集まり、親子で楽しめる遊びを企画していますので、ぜひご参加ください。

日　時：11月16日（土）10時～ 11時30分
場　所：船附こども園（上履きを持参してください）
出張するセンター：地域子育て支援センター下笠保育園
　　　　　　　　　地域子育て支援センターおひさまっこ
　　　　　　　　　地域子育て支援センター虹の架け橋
対　象：未就園または未就学の子どもと保護者

※11時15分頃から『養老こどもまんなか宣言』と記念撮影を行います。予約不要で参加可能です。
※子どもの写真を上手に撮るコツを学べるワークショップも同時開催します。（要予約）

　12月２日をもって、被保険者証の新規発行が終了します。令和７年７月 31日までは、新たに後期高齢者医療制度に加
入する人については、マイナ保険証の保有状況にかかわらず、はがきサイズの「資格確認書」が送付されます。

　12月２日をもって、被保険者証の新規発行が終了します。12月２日以降に新たに国民健康保険に加入する人のうち、
マイナ保険証の登録をしていない人にはカードサイズの「資格確認書」が、マイナ保険証の登録をした人にはＡ４サイズ
の「資格情報のお知らせ」が交付されます。
　なお、12月１日までに制度に加入し、被保険者証をお持ちの人については、被保険者証に記載の期限まで使用すること
ができますが、紛失や破損した場合に住民環境課窓口で申請すると資格確認書もしくは資格情報のお知らせが交付されます。
　また、保険税の滞納により給付に制限を受けている被保険者は、資格確認書などの代わりに事前に「特別療養費などの
支給に係る事前通知」が送付され、その後「資格確認書（特別療養費）」が交付されます。この通知を受け取った対象者は、
受診する際に医療機関などの窓口で医療費を全額支払う必要があります。その後に住民環境課窓口で申請を行うと、支払っ
た額から一部負担金相当額を控除した額の給付を受けることができます。
国民健康保険の資格確認書
・資格確認書はカードサイズです。
・有効期限は原則令和７年７月 31日までです。（70歳の誕生日を令和７年７月までに迎える人のうち、１日生まれの人は
その月から、それ以外の人は月末までが有効期限となります）期限が近付くと住民環境課よりマイナ保険証の登録をし
ていない人へ資格確認書が送付されます。

・医療機関などの受付窓口で提示していただくことで、これまでの被保険者証と同様に受診が可能です。
資格情報のお知らせ
・資格情報のお知らせはＡ４サイズです。
・有効期限は原則令和７年７月 31日までです。（70歳の誕生日を令和７年７月までに迎える人のうち、１日生まれの人は
その月から、それ以外の人は月末までが有効期限となります）期限が近付くと住民環境課よりマイナ保険証の登録をし
ている人へ資格情報のお知らせが送付されます。

・資格情報のお知らせは自身の負担割合などの資格情報を確認するもので、資格情報のお知らせのみを医療機関などの受
付窓口で提示しても保険診療を受けることはできません。マイナ保険証を窓口で提示してご利用ください。

・機器トラブルなどによりマイナ保険証が読み取れない場合は、資格情報のお知らせとマイナ保険証と合わせて提示する
ことで受診が可能です。

マイナ保険証をご利用ください！
　マイナ保険証を利用すると、医療費の自己負担額が安くなる、申請をしなくても高額療養費制度における限度額を超え
る支払いが免除される、処方・調合されたお薬情報をマイナポータルで確認できるなどのメリットがあります。ぜひこの
機会にマイナ保険証を作りましょう。
○マイナ保険証の電子証明書の有効期限に注意しましょう！
　マイナンバーカードに書き込まれた電子証明書には有効期限があります。有効期限が過ぎた場合はマイナ保険証が使え
なくなりますので、住民環境課で更新手続を行ってください。

既に後期高齢者医療に加入している人
12 月１日までに制度に加入し、被保
険者証をお持ちの人は左図の青枠の有
効期限まで使用できます。紛失や破損
した場合は、健康福祉課窓口で申請す
れば、令和７年７月 31日まではマイ
ナ保険証の保有状況にかかわらず、資
格確認書が発行されます。

後期高齢者医療の資格確認書
・資格確認書ははがきサイズです。
・有効期限は令和７年７月 31日まで
です。

・現在の被保険者証の資格情報に加え
て、高額療養費限度区分などの情報
が記載されます。※新たに制度に加
入した人などで、高額療養費限度区

分などの記載がない人については、健康福祉課で申請が必
要です。

・医療機関などの受付窓口で提示していただくことで被保険
者証と同様に受診などが可能です。

子ども課　☎32-5078

■問 健康福祉課　☎32-1105

■問 住民環境課　☎32-1104

■問 住民環境課　☎32-1104

　私たちが見たり、読んだり、包んだりして一度使用した紙は、古紙として種類ごとに分けて回収することで、様々な製
品として生まれ変わる “資源” となります。紙は種類ごとに分別し、資源回収に出すなどしてリサイクルしましょう。

【古紙から生まれる製品】
　・卵や果物の包装紙　　・床材や家具に利用される古紙ボード　　・住宅用断熱材

紙のリサイクル

対象製品の原料に古紙を既定の割合以上使用していることを示すマーク。古紙利用製品の使用を拡大し、古紙
の回収・利用を促進することを目指しています。内閣府所管の公益財団法人古紙再生促進センターが 1981 年
５月より制定・運営している歴史あるマークです。

　自宅で古紙の回収場所を決め、家族みんなで共有し、再利用を推進していきましょう。
　今、地球温暖化が問題になっています。使った紙をごみとして捨てるのではなく、再利用することでエネルギーの節約
となり、環境に優しい行動となります。紙をはじめとした大切な “資源” を「捨てない」「分ける」「集める」といった行
動を心がけ、リサイクルの輪を広げていきましょう。

ＳＤＧｓ“持続可能な養老のまちづくり”

生活と環境を考える会　☎32-2386
住民環境課　　　　　　☎32-1104

新聞紙

新聞紙
週刊誌
印刷用紙

紙箱・絵本

雑誌・雑がみ

ダンボール箱
紙筒

ダンボール

トイレットペーパー
ティッシュペーパー

紙パック

※雑がみ

紙袋に入れて
資源回収に出しましょう

パンフレット
コピー紙
包装紙
紙袋
紙箱

※雑がみに混ぜてはいけないもの
①紙コップや紙皿など防水加工がしてあるもの
②レシートやファックス用紙
③汚れているもの
④プラスチックフィルムが貼ってあるもの
⑤金や銀紙、アルミ箔が貼ってあるもの

有効期限は
こちらに記載
有効期限は
こちらに記載

ワークショップの
申し込みはこちら
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地域子育て支援センター「出張ひろば」を開催します

後期高齢者医療からのお知らせ

国民健康保険からのお知らせ

　未就園児と保護者が気軽に集い、育児相談ができる常設の地域子育て支援センターから、スタッフが飛び出して別の会
場で出張ひろばを開催します。
　町内３つのセンターが同じ会場に集まり、親子で楽しめる遊びを企画していますので、ぜひご参加ください。

日　時：11月16日（土）10時～ 11時30分
場　所：船附こども園（上履きを持参してください）
出張するセンター：地域子育て支援センター下笠保育園
　　　　　　　　　地域子育て支援センターおひさまっこ
　　　　　　　　　地域子育て支援センター虹の架け橋
対　象：未就園または未就学の子どもと保護者

※11時15分頃から『養老こどもまんなか宣言』と記念撮影を行います。予約不要で参加可能です。
※子どもの写真を上手に撮るコツを学べるワークショップも同時開催します。（要予約）

　12月２日をもって、被保険者証の新規発行が終了します。令和７年７月 31日までは、新たに後期高齢者医療制度に加
入する人については、マイナ保険証の保有状況にかかわらず、はがきサイズの「資格確認書」が送付されます。

　12月２日をもって、被保険者証の新規発行が終了します。12月２日以降に新たに国民健康保険に加入する人のうち、
マイナ保険証の登録をしていない人にはカードサイズの「資格確認書」が、マイナ保険証の登録をした人にはＡ４サイズ
の「資格情報のお知らせ」が交付されます。
　なお、12月１日までに制度に加入し、被保険者証をお持ちの人については、被保険者証に記載の期限まで使用すること
ができますが、紛失や破損した場合に住民環境課窓口で申請すると資格確認書もしくは資格情報のお知らせが交付されます。
　また、保険税の滞納により給付に制限を受けている被保険者は、資格確認書などの代わりに事前に「特別療養費などの
支給に係る事前通知」が送付され、その後「資格確認書（特別療養費）」が交付されます。この通知を受け取った対象者は、
受診する際に医療機関などの窓口で医療費を全額支払う必要があります。その後に住民環境課窓口で申請を行うと、支払っ
た額から一部負担金相当額を控除した額の給付を受けることができます。
国民健康保険の資格確認書
・資格確認書はカードサイズです。
・有効期限は原則令和７年７月 31日までです。（70歳の誕生日を令和７年７月までに迎える人のうち、１日生まれの人は
その月から、それ以外の人は月末までが有効期限となります）期限が近付くと住民環境課よりマイナ保険証の登録をし
ていない人へ資格確認書が送付されます。

・医療機関などの受付窓口で提示していただくことで、これまでの被保険者証と同様に受診が可能です。
資格情報のお知らせ
・資格情報のお知らせはＡ４サイズです。
・有効期限は原則令和７年７月 31日までです。（70歳の誕生日を令和７年７月までに迎える人のうち、１日生まれの人は
その月から、それ以外の人は月末までが有効期限となります）期限が近付くと住民環境課よりマイナ保険証の登録をし
ている人へ資格情報のお知らせが送付されます。

・資格情報のお知らせは自身の負担割合などの資格情報を確認するもので、資格情報のお知らせのみを医療機関などの受
付窓口で提示しても保険診療を受けることはできません。マイナ保険証を窓口で提示してご利用ください。

・機器トラブルなどによりマイナ保険証が読み取れない場合は、資格情報のお知らせとマイナ保険証と合わせて提示する
ことで受診が可能です。

マイナ保険証をご利用ください！
　マイナ保険証を利用すると、医療費の自己負担額が安くなる、申請をしなくても高額療養費制度における限度額を超え
る支払いが免除される、処方・調合されたお薬情報をマイナポータルで確認できるなどのメリットがあります。ぜひこの
機会にマイナ保険証を作りましょう。
○マイナ保険証の電子証明書の有効期限に注意しましょう！
　マイナンバーカードに書き込まれた電子証明書には有効期限があります。有効期限が過ぎた場合はマイナ保険証が使え
なくなりますので、住民環境課で更新手続を行ってください。

既に後期高齢者医療に加入している人
12 月１日までに制度に加入し、被保
険者証をお持ちの人は左図の青枠の有
効期限まで使用できます。紛失や破損
した場合は、健康福祉課窓口で申請す
れば、令和７年７月 31日まではマイ
ナ保険証の保有状況にかかわらず、資
格確認書が発行されます。

後期高齢者医療の資格確認書
・資格確認書ははがきサイズです。
・有効期限は令和７年７月 31日まで
です。

・現在の被保険者証の資格情報に加え
て、高額療養費限度区分などの情報
が記載されます。※新たに制度に加
入した人などで、高額療養費限度区

分などの記載がない人については、健康福祉課で申請が必
要です。

・医療機関などの受付窓口で提示していただくことで被保険
者証と同様に受診などが可能です。

子ども課　☎32-5078

■問 健康福祉課　☎32-1105

■問 住民環境課　☎32-1104

■問 住民環境課　☎32-1104

　私たちが見たり、読んだり、包んだりして一度使用した紙は、古紙として種類ごとに分けて回収することで、様々な製
品として生まれ変わる “資源” となります。紙は種類ごとに分別し、資源回収に出すなどしてリサイクルしましょう。

【古紙から生まれる製品】
　・卵や果物の包装紙　　・床材や家具に利用される古紙ボード　　・住宅用断熱材

紙のリサイクル

対象製品の原料に古紙を既定の割合以上使用していることを示すマーク。古紙利用製品の使用を拡大し、古紙
の回収・利用を促進することを目指しています。内閣府所管の公益財団法人古紙再生促進センターが 1981 年
５月より制定・運営している歴史あるマークです。

　自宅で古紙の回収場所を決め、家族みんなで共有し、再利用を推進していきましょう。
　今、地球温暖化が問題になっています。使った紙をごみとして捨てるのではなく、再利用することでエネルギーの節約
となり、環境に優しい行動となります。紙をはじめとした大切な “資源” を「捨てない」「分ける」「集める」といった行
動を心がけ、リサイクルの輪を広げていきましょう。

ＳＤＧｓ“持続可能な養老のまちづくり”

生活と環境を考える会　☎32-2386
住民環境課　　　　　　☎32-1104

新聞紙

新聞紙
週刊誌
印刷用紙

紙箱・絵本

雑誌・雑がみ

ダンボール箱
紙筒

ダンボール

トイレットペーパー
ティッシュペーパー

紙パック

※雑がみ

紙袋に入れて
資源回収に出しましょう

パンフレット
コピー紙
包装紙
紙袋
紙箱

※雑がみに混ぜてはいけないもの
①紙コップや紙皿など防水加工がしてあるもの
②レシートやファックス用紙
③汚れているもの
④プラスチックフィルムが貼ってあるもの
⑤金や銀紙、アルミ箔が貼ってあるもの

有効期限は
こちらに記載
有効期限は
こちらに記載

ワークショップの
申し込みはこちら
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町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
１
，
０
０
２
円

■
勤
務
内
容
　
セ
ン
タ
ー
内
の
環
境
保

全
業
務
な
ど

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー

（
三
神
町
23
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
４

〜
５
日
間
　
９
時
〜
13
時

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
再
度
の
雇
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
保
険
　
原
則
、
労
働
保
険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
　

　
　
☎
32

－

０
４
１
６

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
１
，
４
９
６
円

■
勤
務
内
容
　
相
談
業
務
や
介
護
予
防

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

■
対
象
　
社
会
福
祉
士
ま
た
は
主
任
介

護
支
援
専
門
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
石
畑
５
２
３
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
８
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
33

－

０
２
７
０

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所
　
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数
　
１
戸

■
建
設
年
度
　
平
成
５
年
度

■
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
５
万
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
台
目
／
３
，
１
３
０

円
、
２
台
目
か
ら
２
，
０
８
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ａ・Ｃ
棟

■
場
所
　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数
　
３
戸（
Ａ
棟
１
戸
、Ｃ
棟
２
戸
）

■
建
設
年
度
　
Ａ
棟
　
平
成
９
年
度
、

Ｃ
棟
　
平
成
15
年
度

■
構
造
　
Ａ
棟
　
中
層
耐
火
構
造
３
階

建
、Ｃ
棟
　
耐
火
構
造
２
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
Ａ
棟
　
４
万
１
３
０
０
円
、

Ｃ
棟
　
４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
，
５
６
０
円
／
台

〈
共
通
事
項
〉

■
入
居
資
格

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
入
居
日
　
申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

■問
■申
改
良
住
宅
対
策
室

　
　
☎
32

－

５
０
７
９

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
水
）９
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
先
着
15
組
程
度（
予
約
不

要
・
当
日
受
付
順
）

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－

３
５
０
４

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
免
許

状
・
資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
子
ど
も
課
　
☎
32

－

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬
　
時
給
１
，
０
０
２
円

■
勤
務
内
容
　
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト（
平
日
　
14
時
30
分
〜
18
時

45
分
、
土
曜
日
・
夏
期
休
業
日
な
ど

７
時
45
分
〜
18
時
45
分
）

■
そ
の
他
　
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
町
内
小
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
教
育
総
務
課  

☎
32

－

５
０
８
５

　
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
予
定
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

こ
ど
も
園
看
護
師・准
看
護
師・園
務
員

■
報
酬
　
時
給
１
，
０
０
２
円
〜
１
，
３
７
６
円

（
保
有
資
格
に
よ
り
時
給
が
異
な
り

ま
す
）

■
勤
務
内
容
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業
な
ど

■
対
象
　
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど
の

資
格
を
有
す
る
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地
　
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
基
本
、
給

食
実
施
日
）園
に
よ
り
早
番
・
遅
番
、

土
曜
日
出
勤
あ
り※

時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

■
場
所
　
上
多
度
公
民
館（
上
多
度
プ
ラ
ザ
）

■
対
象
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
と
家
族

■
定
員
　
15
人
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

〜
④
第
５
回
よ
う
ろ
う
こ
ど
も
食
堂
〜

　
よ
う
ろ
う
こ
ど
も
食
堂
を
開
催
し
ま

す
。
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
14
日（
土
）11
時
30
分
〜

12
時（
受
付
11
時
15
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
12
月
１
日（
日
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
調
理
室
前

■
対
象
　
町
内
の
中
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ま
と
家
族

■
定
員
　
15
家
族
50
食
程
度

■
参
加
費
　
子
ど
も
１
食
１
０
０
円
、

大
人
１
食
３
０
０
円（
当
日
、
集
金

し
ま
す
）

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込
　
申
込
期
間
内
に

「ichigo_kosodate@
yahoo.co.jp

」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル)

へ
参

加
予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ
ん

の
名
前（
ふ
り
が
な
、
学
年
、
年
齢
）、

住
所
、
連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

こ
ど
も
食
堂
へ
の
お
申
し
込
み
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
携
帯
電
話
か
ら
申
し
込
む
人

は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
　
山
内
智
音 

　
☎
０
９
０-

２
１
３
８-

５
３
４
０

　
親
子
あ
つ
ま
れ
！
養
老
町
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
で
す
。
楽
し
い
親
子
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
①
軽
ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
に
登
場
！
〜

〈
養
老
駅
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
〉

　
コ
ー
ヒ
ー
、
ド
リ
ン
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し

た
グ
ッ
ズ
も
あ
る
よ
！ 

遊
び
に
き
て

ね
！

■
日
時
　
11
月
９
日（
土
）９
時
〜
11
時

■
場
所
　
養
老
駅

〜
②
親
子
ひ
ろ
ば
〜

〈
産
後
ス
ッ
キ
リ
ダ
ン
ス
＆
お
し
ゃ
べ
り
会
〉

０
〜
１
歳
ベ
ビ
マ
マ
で
楽
し
も
う

■
日
時
　
11
月
13
日（
水
）10
時
〜
12
時

■
場
所
　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

@
kosodate_share_coco46

に
て

■問
■申
子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
　

　
　
担
当
　
川
瀬

　
　
☎
０
８
０

－

３
５
６
８

－

２
４
６
９

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　Sharecoco46@
gm
ail.com

　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

催
の
依
存
症
専
門
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
15
日（
金
）・
29
日（
金
）

14
時
〜
14
時
50
分
、
15
時
〜
15
時
50

分（
要
予
約
）

■
場
所
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
　
小
会
議
室（
岐
阜
市
鷺

山
向
井
２
５
６
３

－

18
）

■
対
象
者
　
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、ゲ
ー

ム
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
へ
の
依
存
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
人
な
ら
び
に
そ
の
家
族
な
ど

■
内
容
　
面
談
に
よ
る
相
談
、
情
報
提

供
、
助
言
な
ど

■
申
込
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■問
■申
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
８

－

２
３
１

－

９
７
２
４

　
使
わ
な
く
な
っ
た
入
れ
歯
や
抜
け
た

歯
へ
感
謝
を
込
め
て
供
養
す
る「
歯
の

供
養
祭
」を
開
催
し
ま
す
。
使
わ
な
く

な
っ
た
入
れ
歯
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
前
に
岐
阜
県
保
険
医
協
会
ま
で
お
送

り
い
た
だ
く
か
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
当
日
は
参
列
も
可
能
で
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日（
日
）11
時

■
場
所
　
岐
阜
善
光
寺（
岐
阜
市
伊
奈

波
通
１
丁
目
８
）

■
供
養
料
　
無
料

■問
■申
岐
阜
県
保
険
医
協
会（
岐
阜
市
吉

野
町
６
ー
14
大
樹
生
命
岐
阜
駅
前

ビ
ル
６
階
）

　
　
☎
０
５
８
ー
２
６
７
ー
０
７
１
１

　
９
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■問
水
道
課
　
☎
32

－

５
０
８
２

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　fukushi-ct@

tow
n.yoro.gifu.jp

　
季
節
イ
ベ
ン
ト『
い
ち
ご
』の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
寒
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
親
子
で
寄
り
添
い
、
季
節
を
と

も
に
感
じ
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

〜
①
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
〜

■
日
時
　
11
月
27
日（
水
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
11
月
12
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
10
組
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物
　
お
茶
な
ど
の
飲
料
水
、
カ

レ
ン
ダ
ー
に
貼
り
た
い
写
真
な
ど
を

持
参
く
だ
さ
い
。

〜
②
ク
リ
ス
マ
ス
〜

■
日
時
　
12
月
11
日（
水
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
11
月
26
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
15
組
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物
　
お
茶
な
ど
の
飲
料
水
を
持

参
く
だ
さ
い
。

〜
③
上
多
度
第
２
回
も
く
い
く
よ
う
ろ
う
〜

　
親
子
や
家
族
で
木
と
触
れ
合
っ
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
８
日（
日
）10
時
〜
12
時

　（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
11
月
15
日（
金
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

〜
①
楽
し
い
リ
ズ
ム
〜

　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
５
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
②
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

　
大
型
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
12
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
③
ス
マ
イ
ル（
製
作
）〜

　
手
作
り
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
風
船
遊

び
を
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
④
体
を
つ
か
っ
て
遊
ぼ
う
〜

　
こ
こ
ろ
と
体
を
育
む
楽
し
い
運
動
遊

び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
26
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〈
①
②
③
④
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
遊
戯
室
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
⑤
親
子
ラ
ン
ド
〜

　
か
わ
い
い
マ
イ
ク
作
り
と
、
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
13
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
⑥
子
育
て
カ
フ
ェ
　
す
ま
い
る
〜

　
保
健
師
か
ら「
乳
幼
児
の
発
育
と
発

達
」に
つ
い
て
お
話
し
し
て
も
ら
い
ま

す
。
児
童
館
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
11
月
27
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
遊
戯
室
　
他
）

■
対
象
　
乳
幼
児
を
育
児
中
の
保
護
者

■
定
員
　
10
組

■問
■申
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
児
童
館
）

　
　
☎
32-

１
１
４
７
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募
　
集

募
　
集

公
立
こ
ど
も
園
会
計
年
度
任
用
職
員

小
中
学
校
会
計
年
度
任
用
職
員

養
老
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

会
計
年
度
任
用
職
員

町
営
住
宅
入
居
者

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス

児
童
館
イ
ベ
ン
ト

子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

季
節
イ
ベ
ン
ト
「
い
ち
ご
」

令
和
６
年
度
　
依
存
症
専
門
相
談

水
道
の
水
質
検
査

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

歯
の
供
養
祭
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町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
１
，
０
０
２
円

■
勤
務
内
容
　
セ
ン
タ
ー
内
の
環
境
保

全
業
務
な
ど

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー

（
三
神
町
23
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
う
ち
４

〜
５
日
間
　
９
時
〜
13
時

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
再
度
の
雇
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
保
険
　
原
則
、
労
働
保
険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
町
立
食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
　

　
　
☎
32

－

０
４
１
６

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
働
く
会

計
年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
報
酬
　
時
給
１
，
４
９
６
円

■
勤
務
内
容
　
相
談
業
務
や
介
護
予
防

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど

■
対
象
　
社
会
福
祉
士
ま
た
は
主
任
介

護
支
援
専
門
員

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
石
畑
５
２
３
）

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
８
時
30

分
〜
16
時
30
分

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、
期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保

険
な
ど
加
入

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
33

－

０
２
７
０

①
町
営
下
高
田
住
宅
Ｂ
棟

■
場
所
　
高
田
６
９
８
番
地
５

■
戸
数
　
１
戸

■
建
設
年
度
　
平
成
５
年
度

■
構
造
　
中
層
耐
火
構
造
３
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
５
万
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
台
目
／
３
，
１
３
０

円
、
２
台
目
か
ら
２
，
０
８
０
円

②
町
営
岩
道
住
宅
Ａ・Ｃ
棟

■
場
所
　
岩
道
４
５
８
番
地

■
戸
数
　
３
戸（
Ａ
棟
１
戸
、Ｃ
棟
２
戸
）

■
建
設
年
度
　
Ａ
棟
　
平
成
９
年
度
、

Ｃ
棟
　
平
成
15
年
度

■
構
造
　
Ａ
棟
　
中
層
耐
火
構
造
３
階

建
、Ｃ
棟
　
耐
火
構
造
２
階
建
・
戸

当
た
り
の
床
面
積
78
㎡
・
３
Ｄ
Ｋ

■
家
賃
　
Ａ
棟
　
４
万
１
３
０
０
円
、

Ｃ
棟
　
４
万
９
０
０
０
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
駐
車
料
金
　
１
，
５
６
０
円
／
台

〈
共
通
事
項
〉

■
入
居
資
格

・
現
在
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
の
前
年
の
扶
養
控

除
を
差
し
引
い
た
月
額
所
得
が
15
万

８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０
０
円

以
下
の
人
。

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
入
居
者
お
よ
び
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と
。

■
入
居
日
　
申
込
か
ら
約
１
カ
月
後

■問
■申
改
良
住
宅
対
策
室

　
　
☎
32

－

５
０
７
９

〜
子
育
て
サ
ロ
ン
〜

　
乳
幼
児
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
く
遊
べ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
水
）９
時
45
分
〜

11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
先
着
15
組
程
度（
予
約
不

要
・
当
日
受
付
順
）

■問
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
34

－

３
５
０
４

な
ど
加
入（
雇
用
形
態
に
よ
り
応
相
談
）

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
免
許

状
・
資
格
証
な
ど
の
写
し

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
子
ど
も
課
　
☎
32

－

５
０
７
８

留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
報
酬
　
時
給
１
，
０
０
２
円

■
勤
務
内
容
　
放
課
後
保
護
に
欠
け
る

家
庭
に
か
わ
り
、
遊
び
を
通
じ
て
自

主
性
・
創
造
性
を
育
て
る
児
童
の
サ

ポ
ー
ト（
平
日
　
14
時
30
分
〜
18
時

45
分
、
土
曜
日
・
夏
期
休
業
日
な
ど

７
時
45
分
〜
18
時
45
分
）

■
そ
の
他
　
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定

資
格
保
有
者
優
遇

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
対
象
　
健
康
な
人（
年
齢
不
問
）

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
町
内
小
学
校

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
あ
り

■
必
要
書
類
な
ど
　
履
歴
書（
市
販
の

も
の
に
写
真
貼
付
）・
印
鑑
・
資
格

証
の
写
し（
あ
る
場
合
）

■
申
込
期
限
　
11
月
22
日（
金
）

■問
■申
教
育
総
務
課  

☎
32

－

５
０
８
５

　
掲
載
し
て
い
る
情
報
は
、
予
定
が
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

こ
ど
も
園
看
護
師・准
看
護
師・園
務
員

■
報
酬
　
時
給
１
，
０
０
２
円
〜
１
，
３
７
６
円

（
保
有
資
格
に
よ
り
時
給
が
異
な
り

ま
す
）

■
勤
務
内
容
　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す

る
園
児
の
サ
ポ
ー
ト
・
事
務
作
業
な
ど

■
対
象
　
看
護
師
・
准
看
護
師
な
ど
の

資
格
を
有
す
る
人（
年
齢
不
問
）

■
勤
務
地
　
町
内
公
立
こ
ど
も
園

■
勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日（
基
本
、
給

食
実
施
日
）園
に
よ
り
早
番
・
遅
番
、

土
曜
日
出
勤
あ
り※

時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談

■
雇
用
期
間
　
採
用
時
〜
令
和
７
年
３

月
末（
条
件
を
満
た
す
場
合
、
再
度

の
任
用
あ
り
）

■
手
当
　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

通
勤
手
当
、期
末
手
当（
年
２
回
）あ
り

■
保
険
　
原
則
、
健
康
保
険
・
労
働
保
険

■
場
所
　
上
多
度
公
民
館（
上
多
度
プ
ラ
ザ
）

■
対
象
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
と
家
族

■
定
員
　
15
人
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

〜
④
第
５
回
よ
う
ろ
う
こ
ど
も
食
堂
〜

　
よ
う
ろ
う
こ
ど
も
食
堂
を
開
催
し
ま

す
。
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
14
日（
土
）11
時
30
分
〜

12
時（
受
付
11
時
15
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
12
月
１
日（
日
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
調
理
室
前

■
対
象
　
町
内
の
中
学
３
年
生
ま
で
の

お
子
さ
ま
と
家
族

■
定
員
　
15
家
族
50
食
程
度

■
参
加
費
　
子
ど
も
１
食
１
０
０
円
、

大
人
１
食
３
０
０
円（
当
日
、
集
金

し
ま
す
）

〈
共
通
事
項
〉

■
申
込
　
申
込
期
間
内
に

「ichigo_kosodate@
yahoo.co.jp

」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
専
用
メ
ー
ル)

へ
参

加
予
定
の
保
護
者
の
氏
名
、
お
子
さ
ん

の
名
前（
ふ
り
が
な
、
学
年
、
年
齢
）、

住
所
、
連
絡
先（
電
話
番
号
）を
明
記
の

う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

こ
ど
も
食
堂
へ
の
お
申
し
込
み
は
、
ア
レ

ル
ギ
ー
の
有
無
も
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
携
帯
電
話
か
ら
申
し
込
む
人

は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■問
■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
ご
　
山
内
智
音 

　
☎
０
９
０-

２
１
３
８-

５
３
４
０

　
親
子
あ
つ
ま
れ
！
養
老
町
の
子
育
て

サ
ー
ク
ル
で
す
。
楽
し
い
親
子
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〜
①
軽
ト
ラ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
マ
ル
シ
ェ
に
登
場
！
〜

〈
養
老
駅
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
体
験
〉

　
コ
ー
ヒ
ー
、
ド
リ
ン
ク
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し

た
グ
ッ
ズ
も
あ
る
よ
！ 

遊
び
に
き
て

ね
！

■
日
時
　
11
月
９
日（
土
）９
時
〜
11
時

■
場
所
　
養
老
駅

〜
②
親
子
ひ
ろ
ば
〜

〈
産
後
ス
ッ
キ
リ
ダ
ン
ス
＆
お
し
ゃ
べ
り
会
〉

０
〜
１
歳
ベ
ビ
マ
マ
で
楽
し
も
う

■
日
時
　
11
月
13
日（
水
）10
時
〜
12
時

■
場
所
　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ

詳
細
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

@
kosodate_share_coco46

に
て

■問
■申
子
育
て
シ
ェ
ア
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
　

　
　
担
当
　
川
瀬

　
　
☎
０
８
０

－

３
５
６
８

－

２
４
６
９

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　Sharecoco46@
gm
ail.com

　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

催
の
依
存
症
専
門
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
15
日（
金
）・
29
日（
金
）

14
時
〜
14
時
50
分
、
15
時
〜
15
時
50

分（
要
予
約
）

■
場
所
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
階
　
小
会
議
室（
岐
阜
市
鷺

山
向
井
２
５
６
３

－

18
）

■
対
象
者
　
ア
ル
コ
ー
ル
、薬
物
、ゲ
ー

ム
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
へ
の
依
存
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
人
な
ら
び
に
そ
の
家
族
な
ど

■
内
容
　
面
談
に
よ
る
相
談
、
情
報
提

供
、
助
言
な
ど

■
申
込
　
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■問
■申
岐
阜
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
８

－

２
３
１

－

９
７
２
４

　
使
わ
な
く
な
っ
た
入
れ
歯
や
抜
け
た

歯
へ
感
謝
を
込
め
て
供
養
す
る「
歯
の

供
養
祭
」を
開
催
し
ま
す
。
使
わ
な
く

な
っ
た
入
れ
歯
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

事
前
に
岐
阜
県
保
険
医
協
会
ま
で
お
送

り
い
た
だ
く
か
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
当
日
は
参
列
も
可
能
で
す
。

■
日
時
　
11
月
17
日（
日
）11
時

■
場
所
　
岐
阜
善
光
寺（
岐
阜
市
伊
奈

波
通
１
丁
目
８
）

■
供
養
料
　
無
料

■問
■申
岐
阜
県
保
険
医
協
会（
岐
阜
市
吉

野
町
６
ー
14
大
樹
生
命
岐
阜
駅
前

ビ
ル
６
階
）

　
　
☎
０
５
８
ー
２
６
７
ー
０
７
１
１

　
９
月
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
水
質

検
査
の
結
果
は
、
各
検
査
項
目
と
も
異

常
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

■問
水
道
課
　
☎
32

－

５
０
８
２

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　fukushi-ct@

tow
n.yoro.gifu.jp

　
季
節
イ
ベ
ン
ト『
い
ち
ご
』の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
寒
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
親
子
で
寄
り
添
い
、
季
節
を
と

も
に
感
じ
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

〜
①
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
〜

■
日
時
　
11
月
27
日（
水
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
11
月
12
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
10
組
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物
　
お
茶
な
ど
の
飲
料
水
、
カ

レ
ン
ダ
ー
に
貼
り
た
い
写
真
な
ど
を

持
参
く
だ
さ
い
。

〜
②
ク
リ
ス
マ
ス
〜

■
日
時
　
12
月
11
日（
水
）10
時
〜
11
時

30
分（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
11
月
26
日（
火
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
場
所
　
町
中
央
公
民
館

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

■
定
員
　
15
組
程
度

■
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円

■
持
ち
物
　
お
茶
な
ど
の
飲
料
水
を
持

参
く
だ
さ
い
。

〜
③
上
多
度
第
２
回
も
く
い
く
よ
う
ろ
う
〜

　
親
子
や
家
族
で
木
と
触
れ
合
っ
て
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
８
日（
日
）10
時
〜
12
時

　（
受
付
９
時
30
分
〜
）

■
申
込
期
間
　
11
月
15
日（
金
）〜（
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

〜
①
楽
し
い
リ
ズ
ム
〜

　
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど

を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
５
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
②
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

　
大
型
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
12
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
③
ス
マ
イ
ル（
製
作
）〜

　
手
作
り
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
っ
て
風
船
遊

び
を
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〜
④
体
を
つ
か
っ
て
遊
ぼ
う
〜

　
こ
こ
ろ
と
体
を
育
む
楽
し
い
運
動
遊

び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
26
日（
火
）10
時
〜
11
時
30
分

〈
①
②
③
④
共
通
事
項
〉

■
場
所
　
町
福
祉
セ
ン
タ
ー（
遊
戯
室
）

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
⑤
親
子
ラ
ン
ド
〜

　
か
わ
い
い
マ
イ
ク
作
り
と
、
読
み
聞

か
せ
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
13
日（
水
）10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
未
就
園
児
と
保
護
者

〜
⑥
子
育
て
カ
フ
ェ
　
す
ま
い
る
〜

　
保
健
師
か
ら「
乳
幼
児
の
発
育
と
発

達
」に
つ
い
て
お
話
し
し
て
も
ら
い
ま

す
。
児
童
館
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
11
月
27
日（
水
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秋のこどもまんなか月間のお知らせ
納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

「停電情報お知らせサービス」アプリについて

　国民年金保険料は、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、所得税および住民税の社会保険料控
除の対象となります。
　控除の対象となるのは、令和６年１月から 12月までに納めた保険料の全額（過去の年度分や追納された保険料も含む）
です。また、家族の年金保険料を納付した場合も、本人の社会保険料控除に加える事ができます。
　この社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに納付したことを証明する書類の添付が必要と
なります。
　このため、令和６年１月１日から９月 30日までの間に年金保険料を納付した人には、10月下旬から 11月上旬にかけ
て順次、日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されますので、申告書の提出の際には必
ずこの証明書または領収証書を添付してください。
※なお、今年はじめて年金保険料を納める人で、令和６年 10月１日から 12月 31日までの間に年金保険料を納めた人に
は、翌年の２月上旬頃に送付されます。

　こども家庭庁では、毎年 11月を「秋のこどもまんなか月間」とし、その取り組みのひとつとして「オ
レンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施しています。児童虐待防止等に関する法律では「児
童虐待を受けていると思われる児童を発見した場合には、関係機関に通報しなければならない」と定めら
れています。虐待されていると思われる子どもを見つけたときには、ためらわずに子どもを虐待から救う
ための行動を起こすことが大変重要です。児童相談所や町役場への「あなた」からの連絡が、子どもを虐
待から守るための大きな一歩となります。
　県では、児童虐待防止推進活動の一環として、令和６年度清流の国ぎふオレンジリボン　児童虐待防止
講演会を開催します。詳しくは、岐阜県ホームページをご覧ください。

令和６年度「女性に対する暴力をなくす運動」の実施について
　毎年 11月 12日から 25日までの２週間、女性に対する暴力の問題に関する取り組みを一層強化し、意識啓発や教育の
充実を図るために「女性に対する暴力をなくす運動」が実施されます。この機会に皆さまも「女性に対する暴力」につい
て考えたり、周囲の人たちと話し合ったりしてみてはいかがでしょうか。
　「女性に対する暴力」で悩んでいる人は、専門の女性相談支援員が相談に応じますので、岐阜県女性相談支援センター
相談専用電話番号にお電話ください。電話相談・面談相談は予約制で、匿名での相談も可能です。

　中部電力パワーグリッド株式会社の無料アプリ「停電情報お知らせサービス」では、あらかじめ登録した地域・契約地
点で停電が発生・復旧した場合に、いち早くプッシュ通知でお知らせし、停電の復旧情報や発生規模も確認ができます。
　その他にも、チャットにて電気に関する問い合わせ機能、災害発生時に周辺の避難施設の検索や避難施設へのルートが
検索できる「避難所マップ」や「ハザードマップ」を搭載しています。万が一に備え、ぜひご利用ください。

子ども課　☎32-5078

11月13日（水）から19日（火）は、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間です
　夫・パートナーからの暴力をはじめとする「女性に対する暴力」「職場でのいじめ」「セクシュアル・ハラスメント」「ス
トーカー行為」など、女性の人権にかかわる様々なことについて、法務局職員または人権擁護委員が相談を受け付けます。

強化期間中の相談受付時間
　11月 13日（水）・14日（木）・15日（金）・18日（月）・19日（火）　　８時 30分～ 19時
　11月 16日（土）・17日（日）　　10時～ 17時

岐阜地方法務局　☎058-240-5580

大垣年金事務所　☎78-5166
住民環境課　　　☎32-1104

裁判員制度について　～まもなく名簿記載通知を発送します～
　平成 16年５月 21日に「裁判員の参加する刑事裁判に関する法律」が成立し、平成 21年５月 21
日から裁判員制度が始まりました。この制度は、国民の中から選ばれる裁判員が刑事裁判に参加し、
被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決める制度です。
　国民の皆さまが刑事裁判に参加することにより、裁判が身近で分かりやすいものとなり、司法に対
する信頼の向上につながることが期待されています。
　詳しくは裁判員制度ウェブサイト
　（https://www.saibanin.courts.go.jp/index.html）をご覧ください。

岐阜地方裁判所事務局　総務課　☎058-262-5122

中部電力パワーグリッド(株)　☎0120-985-232

岐阜県高等学校就学準備等支援金に関するお知らせ
　中学校卒業後の進学や就職などの準備費用に対する経済的な負担を軽減するために支援金を支給します。
１. 対象児童　：令和６年９月 30日時点で養老町に住民登録がある中学３年生の児童
２. 支給額　　：児童１人当たり３万円
３. 支給対象者：以下のいずれかに該当する人
　 ①　養老町より児童手当を受給している人（受給者、児童が町内在住の場合）
　 ②　①以外で、対象児童を監護する父または母（公務員、児童のみ町内在住など）
　 ③　父または母への支給が困難な場合は対象児童と生計を同じくする人
４. 申請手続き：上記のうち、①の該当者→申請手続きは原則不要です。
　 　②③の該当者→申請が必要です。
詳細については町より送付する案内もしくは町ホームページにてご確認ください。

子ども課　☎32-5078

利用可能な iPhone の
バージョンは iOS10 以上

利用可能なAndroidTMの
バージョンはAndroidTM6.0 以上

女性の人権ホットライン　０５７０－０７０－８１０
（相談は無料ですが、通話料は相談者負担となります）

岐阜県女性相談支援センター（相談専用電話番号）　☎058-213-2131

情報伝達手段 放送内容

防災行政無線

　町内に設置してある防災行政無線（戸別受信機も含む）から、一斉に、次のように放送されます。
【放送内容】
　　上りチャイム音
＋　「これは、Ｊアラートのテストです」×３
＋　「こちらは、こうほうようろうです」
＋　下りチャイム音

※Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達試験を行います。この試験は、全国瞬時警報システム
（Ｊアラート）(※)を用いた試験で、養老町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達試験が行われます。
（１）試験実施日時　11月 20日（水）11時ごろ
（２）試験で行う放送試験

防災行政無線などを用いた情報伝達試験の実施について

総務課　☎32-1101

189（いちはやく）　気づいてあげて　そのサイン
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　日頃より養老スマイルカードをご利用いただきありが
とうございます。
　この度、養老スマイルカードは令和６年10月末をも
ちましてポイントの付与業務を終了いたしました。

　お持ちの満点カードは以下の方法でご使用ください。
　それぞれ終了日が決まっておりますので、ご注意くだ
さい。

　①金融機関にて預金口座へ500円として入金（11月15
日（金）にて終了）

　②加盟店、利用店のお買物に利用（令和７年３月20日
（木）にて終了）

　近年、「個人」で業務を行うフリーランスという働き方が普及している一方で、企業などの発注事業者との間で交渉力の
格差に起因する取引上のトラブルが増えています。
　こうした中で、フリーランスの人が安心して働くことのできる環境を整備するため、取引の適正化と就業環境整備を目
的とした「フリーランス・事業者間取引適正化等法」が、11月１日から施行されます。
　詳しくは、岐阜労働局雇用環境・均等室にお問い合わせください。

期間限定で満点カード（500円相当）を養老Pay（500円）
へ交換いたします。

期　間：11月11日（月）～ 15日（金）
時　間：10時～ 16時
場　所：町商工会

※１　養老Payを利用するスマホなどの通信機器をご持
参ください。

※２　満点カードのみの対応となります。満点になって
いないカードをお持ちいただいても交換はいたし
ません。

　県内出身で令和７年４月に東京近郊の大学・大学院・専門学校に入学予定の人を対象に入寮希望者を募集します。
◆応募資格・定員
　・岐阜県出身者で東京および近県の４年制もしくは６年制も含む）の大学・大学院に入学を予定している人（推薦入学
決定者は入学許可証のコピーを添付してください）および現在在学中の人

　・岐阜県外在住であっても岐阜県に縁がある人（祖父母などが県内在住や父母が岐阜県学生会館出身者　など）
　・心身共に健康で団体生活に適応性のある人
　上記資格を満たす男女各 15人程度
◆面接期日・場所
　12月 22日（日）＝じゅうろくプラザ（橋本町１－10－11）
　令和７年１月 25日（土）＝じゅうろくプラザ
　令和 7年３月 16日（日）＝岐阜県学生会館 (東京都八王子市子安町２ー５ー８）
◆申込方法
　面接日の３日前までに（公財）濃飛会岐阜県学生会館事務局へ電話にてお申し込みください。

※詳細は、同会館ホームページ (https://www.nohikai1960.com) に掲載しています。

スマイルカードからのお知らせ

令和７年度　岐阜県学生会館　入寮者募集

　岐阜県事業承継・引継ぎ支援センターでは、中小企業者や個人事業主の皆さまの事業を親族や従業員、または第三者の
企業などに引き継ぐための支援を無料で行っています。

・現在の事業を子どもや従業員に継がせたいがどうしたらよいか。
・会社や事業を第三者に譲りたいので相手を探してほしい。
・創業や事業を拡大したいがどうしたらよいか。
・事業承継の具体的な手順を教えてほしい。
　このようなお悩みにきめ細やかな支援を行っています。お気軽にご利用ください。
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11月からフリーランスの取引に関する新しい法律がスタートします！

事業承継でお困りの人へ

ゲートボール「第43回秋季親善大会」「第17回大垣西濃信用金庫杯」試合結果

岐阜労働局雇用環境・均等室　☎058-245-1550

岐阜県事業承継・引継ぎ支援センター　☎058-214-2940

養老カード振興会（町商工会内）　☎32-0549

総務課　☎32-1101

大会名
開催日
開催場所
参加チーム

成績

第 43回秋季親善大会
９月 10日（火）
町ふれあいセンター広場
５チーム　26人
優　勝　　瑞　穂　　チーム
準優勝　　日　吉　　チーム
第三位　　養　老　　チーム
第四位　　平　東　　チーム

大会名
開催日
開催場所
参加チーム

成績

第 17回大垣西濃信用金庫杯
９月 17日（火）
町ふれあいセンター広場
５チーム　26人
優　勝　　瑞　穂　　チーム
準優勝　烏江・日吉　チーム
第三位　　平　東　　チーム
第四位　　根古地　　チーム

　東京都文京区にある「岐阜県学寮」への入寮希望者を募集します。

応募資格　・岐阜県出身者（原則として岐阜県に居住する者もしくは岐阜県下の高校または小中学校に在籍した者）
　　　　　　※ただし岐阜県出身者以外でも選考委員会で特別認めた者はこの限りではない。
　　　　　・本学寮から通学可能な４年制または６年制の大学昼間部に入学が決定した男子（合格決定前であっても応募

は可）および現在在学中の人
　　　　　・心身共健康で団体生活に適応性のある者
募集人数　30人程度
選考方法　書類および面接
応募方法や面接日程など、詳細についてはホームページ（https://gifukengakuryo.com）
にてご確認いただくか、下記あてお問い合わせください。

令和７年度　岐阜県学寮　入寮者募集

（公財）濃飛会岐阜県学生会館事務局　☎042-646-6561

（公財）岐阜県学寮　☎03-3947-1958

宝くじ助成金を活用して整備しました
　西小倉区では、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじ
の受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成
事業を活用し、災害発生時などに使用する発電機や投光器な
どの防災資機材を整備しました。
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　日頃より養老スマイルカードをご利用いただきありが
とうございます。
　この度、養老スマイルカードは令和６年10月末をも
ちましてポイントの付与業務を終了いたしました。

　お持ちの満点カードは以下の方法でご使用ください。
　それぞれ終了日が決まっておりますので、ご注意くだ
さい。

　①金融機関にて預金口座へ500円として入金（11月15
日（金）にて終了）

　②加盟店、利用店のお買物に利用（令和７年３月20日
（木）にて終了）

　近年、「個人」で業務を行うフリーランスという働き方が普及している一方で、企業などの発注事業者との間で交渉力の
格差に起因する取引上のトラブルが増えています。
　こうした中で、フリーランスの人が安心して働くことのできる環境を整備するため、取引の適正化と就業環境整備を目
的とした「フリーランス・事業者間取引適正化等法」が、11月１日から施行されます。
　詳しくは、岐阜労働局雇用環境・均等室にお問い合わせください。

期間限定で満点カード（500円相当）を養老Pay（500円）
へ交換いたします。

期　間：11月11日（月）～ 15日（金）
時　間：10時～ 16時
場　所：町商工会

※１　養老Payを利用するスマホなどの通信機器をご持
参ください。

※２　満点カードのみの対応となります。満点になって
いないカードをお持ちいただいても交換はいたし
ません。

　県内出身で令和７年４月に東京近郊の大学・大学院・専門学校に入学予定の人を対象に入寮希望者を募集します。
◆応募資格・定員
　・岐阜県出身者で東京および近県の４年制もしくは６年制も含む）の大学・大学院に入学を予定している人（推薦入学
決定者は入学許可証のコピーを添付してください）および現在在学中の人

　・岐阜県外在住であっても岐阜県に縁がある人（祖父母などが県内在住や父母が岐阜県学生会館出身者　など）
　・心身共に健康で団体生活に適応性のある人
　上記資格を満たす男女各 15人程度
◆面接期日・場所
　12月 22日（日）＝じゅうろくプラザ（橋本町１－10－11）
　令和７年１月 25日（土）＝じゅうろくプラザ
　令和 7年３月 16日（日）＝岐阜県学生会館 (東京都八王子市子安町２ー５ー８）
◆申込方法
　面接日の３日前までに（公財）濃飛会岐阜県学生会館事務局へ電話にてお申し込みください。

※詳細は、同会館ホームページ (https://www.nohikai1960.com) に掲載しています。

スマイルカードからのお知らせ

令和７年度　岐阜県学生会館　入寮者募集

　岐阜県事業承継・引継ぎ支援センターでは、中小企業者や個人事業主の皆さまの事業を親族や従業員、または第三者の
企業などに引き継ぐための支援を無料で行っています。

・現在の事業を子どもや従業員に継がせたいがどうしたらよいか。
・会社や事業を第三者に譲りたいので相手を探してほしい。
・創業や事業を拡大したいがどうしたらよいか。
・事業承継の具体的な手順を教えてほしい。
　このようなお悩みにきめ細やかな支援を行っています。お気軽にご利用ください。
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11月からフリーランスの取引に関する新しい法律がスタートします！

事業承継でお困りの人へ

ゲートボール「第43回秋季親善大会」「第17回大垣西濃信用金庫杯」試合結果

岐阜労働局雇用環境・均等室　☎058-245-1550

岐阜県事業承継・引継ぎ支援センター　☎058-214-2940

養老カード振興会（町商工会内）　☎32-0549

総務課　☎32-1101

大会名
開催日
開催場所
参加チーム

成績

第 43回秋季親善大会
９月 10日（火）
町ふれあいセンター広場
５チーム　26人
優　勝　　瑞　穂　　チーム
準優勝　　日　吉　　チーム
第三位　　養　老　　チーム
第四位　　平　東　　チーム

大会名
開催日
開催場所
参加チーム

成績

第 17回大垣西濃信用金庫杯
９月 17日（火）
町ふれあいセンター広場
５チーム　26人
優　勝　　瑞　穂　　チーム
準優勝　烏江・日吉　チーム
第三位　　平　東　　チーム
第四位　　根古地　　チーム

　東京都文京区にある「岐阜県学寮」への入寮希望者を募集します。

応募資格　・岐阜県出身者（原則として岐阜県に居住する者もしくは岐阜県下の高校または小中学校に在籍した者）
　　　　　　※ただし岐阜県出身者以外でも選考委員会で特別認めた者はこの限りではない。
　　　　　・本学寮から通学可能な４年制または６年制の大学昼間部に入学が決定した男子（合格決定前であっても応募

は可）および現在在学中の人
　　　　　・心身共健康で団体生活に適応性のある者
募集人数　30人程度
選考方法　書類および面接
応募方法や面接日程など、詳細についてはホームページ（https://gifukengakuryo.com）
にてご確認いただくか、下記あてお問い合わせください。

令和７年度　岐阜県学寮　入寮者募集

（公財）濃飛会岐阜県学生会館事務局　☎042-646-6561

（公財）岐阜県学寮　☎03-3947-1958

宝くじ助成金を活用して整備しました
　西小倉区では、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじ
の受託事業収入を財源として実施しているコミュニティ助成
事業を活用し、災害発生時などに使用する発電機や投光器な
どの防災資機材を整備しました。
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※ 定 休 日：日 曜 日

営 業 時 間 9：00～18：00
祝 日 9：00～12：00

　
雨
の
中
、
海
沿
い
の
街
を
さ
ま
よ
う

若
き
恋
人
た
ち
。
そ
の
手
の
小
さ
な
灯

り
は
希
望
と
な
る
か
？
居
場
所
を
さ
が

し
も
と
め
る
恋
人
た
ち
の
人
生
を
描
い

た
連
作
短
篇
集
。

　
無
駄
に
増
え
る
不
要
な
ル
ー
ル
、
カ

タ
チ
だ
け
の
女
性
優
遇…

。
今
の
日
本

は
上
っ
面
の「
多
様
性
」が
自
由
を
奪

い
、
差
別
と
分
断
を
生
む
本
末
転
倒
な

状
況
。
そ
の
原
因
は
？
多
様
性
と
は
何

か
を
解
き
明
か
し
、
多
様
性
社
会
を
正

し
く
生
き
る
知
恵
を
伝
え
る
。

　
50
歳
を
過
ぎ
た
お
と
な
世
代
に
向
け

て
、
メ
ニ
ュ
ー
決
め
の
負
担
を
軽
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す

る
、
２
品
で
完
結
す
る
献
立
や
、
電
子

レ
ン
ジ
・
小
さ
め
フ
ラ
イ
パ
ン
を
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用

し
た「
少
量
で
も
ラ
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に
、
お
い
し
く
」

作
れ
る
レ
シ
ピ
を
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介
し
ま
す
。

　
警
視
庁
生
活
安
全
部
少
年
事
件
課
の

山
内
が
暴
力
団
員
に
捜
査
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報
を
流
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て
い
る
と
の
密
告
が
人
事
一
課
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察
係

に
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く
。
事
前
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察
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ら
れ
た
毛

利
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新
宿
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舞
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町
で
は
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な
少
年
・
三
崎
が
、
薬
を
闇
で
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う
と
謎
の
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女
に
持
ち
か
け
ら
れ…

。

　
蛙
や
蛇
の
言
葉
が
聞
こ
え
る
小
学
生

の
美
苑
は
、
人
付
き
合
い
が
苦
手
で
友

達
が
い
な
い
。
先
生
に
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ア
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の
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。
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テ
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。

日
時
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月
12
日（
火
）10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
向
け
の
読
み
聞
か
せ

　
大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

日
時
　
11
月
14
日(

木)

　
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
図
書
館
こ
ど
も
ま
つ
り

　
人
形
劇
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
楽
し
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。み
ん
な
で
き
て
ね
！

日
時
　
11
月
17
日(

日)

　
10
時
〜
12
時

場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
２
階 

第
５
会
議
室

●
令
和
５
年
度
の
図
書
館
の
利
用
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の
情

報
・
知
識
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
趣
味
や
健
康
関
連
の
本
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
探
し
の
本
な
ど
が
あ
る
時

は
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
町
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
で

も
本
の
予
約
な
ど
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

図
書
館
を
活
用
く
だ
さ
い
。

BOOKSBOOKS
ブックス

町図書館 ☎33-0215町図書館 ☎33-0215

11月

休館日 11月５日（火）・11日（月）・18日（月）・25日（月）
29日（金）

お
す
す
め
の
本

「
偽
り
の
貌（
警
視
庁
監
察
フ
ァ
イ
ル
）」

伊
兼 

源
太
郎
／
著
　実
業
之
日
本
社

「
イ
グ
ア
ナ
の
花
園
」

上
畠 

菜
緒
／
著
　集
英
社

「
三
部
作
」

ヨ
ン
・
フ
ォ
ッ
セ
／
著
　早
川
書
房

「
ご
は
ん
の
つ
ぶ
と
お
こ
め
の
つ
ぶ
」

二
宮 

由
紀
子
／
文
　ア
リ
ス
館

「
わ
た
し
と
話
し
た
く
な
い
あ
の
子
」

朝
比
奈 

蓉
子
／
作
　ポ
プ
ラ
社

「
人
生
後
半
か
ら
の「
ち
ょ
う
ど
い
い
」

レ
シ
ピ
　
50
歳
過
ぎ
た
ら
作
り
す
ぎ
な
い
、

食
べ
す
ぎ
な
い
、手
を
か
け
す
ぎ
な
い
。」

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

「
多
様
性
バ
カ（
矛
盾
と
偽
善
が

　
　
蔓
延
す
る
日
本
へ
の
警
告
）」

池
田 

清
彦
／
著
　扶
桑
社

「
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
！

　
　
す
て
き
マ
ナ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

大
塚 

け
い
こ
／
監
修
　主
婦
と
生
活
社

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と

で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

の
「
守
り
た
い
　
未
来
が
あ
る
か
ら
　

火
の
用
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
今
一
度
、
防

火
体
制
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

[

４
つ
の
習
慣]

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

・
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

[

６
つ
の
対
策]

・
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー

ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付
い

た
機
器
を
使
用
す
る
。

・
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10

年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

整
理
整
頓
し
、
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
は
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

し
、
備
え
て
お
く
。

・
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問

な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
対

策
を
行
う
。

「
住
宅
防
火
　
命
を
ま
も
る
10
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
参
考
に
、
日
頃
か
ら
の
住
宅
火
災

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
11
月
９
日
〜
15
日

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

消防消防
だよりだより

行
事
・
お
知
ら
せ

はくさいと豚肉の豆乳みそうどん〈主食・主菜・副菜〉

　豚肉の旨味にとろっと白菜、まろやかな豆乳に味噌のコクが美
味しく、食塩相当量が1.7gでスープまでまるごと楽しめます。主
食、主菜、副菜がそろったバランスよく、具だくさんで満足でき
る１品です。

材料（４人分）
豚薄切り肉・・・・・・・200g
はくさい・・・・・・・・400g
にんじん・・・・・・・・・30g
ねぎ・・・・・・・・・・1/2本
サラダ油・・・・・・大さじ１
水・・・・・・・・・・・600㎖

めんつゆ（ストレート）
　・・・・大さじ1・1/2
合わせみそ
　・・・・大さじ1・1/2
うどん・・・・・・４玉
豆乳・・・・・・・300㎖

①　豚肉とはくさいは食べやすい大きさに切る。
　　にんじんは短冊切り、ねぎは斜め薄切りにする。
②　鍋にサラダ油を熱して、豚肉とにんじんを炒める。
　　火が通ったら、はくさいを入れ、軽く炒める。
③　水を加え、沸騰したら、めんつゆと合わせみそを加

え、溶かす。
④　うどんとねぎを加え、火が通ったら豆乳を加えてひ

と煮立ちさせる。
たんぱく質
17.6g

脂質
17.4g

カルシウム
83㎎

食塩相当量
1.7g

野菜摂取量
122.5g

エネルギー
431kcal

●１人分栄養量

作り方

図書館　利用状況（令和 5年度）
開館日数（日）　

入館者数（人）

年間貸出（冊）

　一般図書

　児童図書（紙芝居含む）

　雑誌

　視聴覚資料など

297 

41,253 

73,487 

33,906 

34,087

4,475 

994 

図書館　利用登録者数・蔵書数
町内図書カード登録者数（人）

町内登録率（％）

蔵書点数（点）

　一般図書

　児童図書（紙芝居含む）

　雑誌・他（視聴覚資料など）

図書などの年間受入点数（点）

町民１人当たりの蔵書（点）

16,978

60.6 

113,316 

69,795 

36,673

6,848 

3,303 

4.4 令和５年度養老町図書館要覧より（令和６年３月 31日現在）

( 一財 ) 日本防火･危機管理促進協会
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※ 定 休 日：日 曜 日

営 業 時 間 9：00～18：00
祝 日 9：00～12：00

　
雨
の
中
、
海
沿
い
の
街
を
さ
ま
よ
う

若
き
恋
人
た
ち
。
そ
の
手
の
小
さ
な
灯

り
は
希
望
と
な
る
か
？
居
場
所
を
さ
が

し
も
と
め
る
恋
人
た
ち
の
人
生
を
描
い

た
連
作
短
篇
集
。

　
無
駄
に
増
え
る
不
要
な
ル
ー
ル
、
カ

タ
チ
だ
け
の
女
性
優
遇…

。
今
の
日
本

は
上
っ
面
の「
多
様
性
」が
自
由
を
奪

い
、
差
別
と
分
断
を
生
む
本
末
転
倒
な

状
況
。
そ
の
原
因
は
？
多
様
性
と
は
何

か
を
解
き
明
か
し
、
多
様
性
社
会
を
正

し
く
生
き
る
知
恵
を
伝
え
る
。

　
50
歳
を
過
ぎ
た
お
と
な
世
代
に
向
け

て
、
メ
ニ
ュ
ー
決
め
の
負
担
を
軽
く
す

る
、
２
品
で
完
結
す
る
献
立
や
、
電
子

レ
ン
ジ
・
小
さ
め
フ
ラ
イ
パ
ン
を
活
用

し
た「
少
量
で
も
ラ
ク
に
、
お
い
し
く
」

作
れ
る
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　
警
視
庁
生
活
安
全
部
少
年
事
件
課
の

山
内
が
暴
力
団
員
に
捜
査
情
報
を
流
し

て
い
る
と
の
密
告
が
人
事
一
課
監
察
係

に
届
く
。
事
前
監
察
を
命
じ
ら
れ
た
毛

利
が
向
か
っ
た
新
宿
歌
舞
伎
町
で
は
、

孤
独
な
少
年
・
三
崎
が
、
薬
を
闇
で
売

ろ
う
と
謎
の
少
女
に
持
ち
か
け
ら
れ…

。

　
蛙
や
蛇
の
言
葉
が
聞
こ
え
る
小
学
生

の
美
苑
は
、
人
付
き
合
い
が
苦
手
で
友

達
が
い
な
い
。
先
生
に
イ
グ
ア
ナ
の
子

ど
も
の
飼
育
を
託
さ
れ
、
平
穏
な
日
々

を
送
っ
て
き
た
が
、
24
歳
の
あ
る
日
、

母
か
ら
突
然
、
驚
愕
の
通
告
を
受
け…

。

　
台
所
の
床
に
落
ち
た
、
ご
は
ん
の
つ

ぶ
と
お
こ
め
の
つ
ぶ
。
お
こ
め
の
つ
ぶ

は
ご
は
ん
の
つ
ぶ
に「
大
丈
夫
？
」と

声
を
か
け
る
が
、
ご
は
ん
の
つ
ぶ
は
人

間
の
ソ
ッ
ク
ス
に
踏
ま
れ
て
ぺ
ち
ゃ
ん

こ
に
な
り…

。
小
さ
な
ふ
た
り
が
巻
き

起
こ
す
、
愉
快
な
お
話
。

　
３
年
生
の
時
に
転
校
し
て
し
ま
っ
た

親
友
の
わ
か
な
が
、
６
年
生
に
な
っ
て

戻
っ
て
き
た
。
早
紀
は
ま
た
仲
良
く
で

き
る
と
思
っ
た
の
に
、「
わ
た
し
に
関

わ
ら
な
い
で
」
と
拒
否
さ
れ
て
し
ま
い

…

。
悩
み
な
が
ら
前
を
向
く
女
の
子
た

ち
の
物
語
。

　
も
っ
と
す
て
き
な
女
の
子
に
な
る
た

め
の
47
の
レ
ッ
ス
ン
を
紹
介
。
ふ
る
ま

い
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
、

身
だ
し
な
み
、
マ
ナ
ー
な
ど
を
、
マ
ン

ガ
や
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
楽
し
く
学
べ

ま
す
。

●
赤
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
は
な
し
会

を
親
子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
12
日（
火
）10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
大
人
向
け
の
読
み
聞
か
せ

　
大
人
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

日
時
　
11
月
14
日(

木)

　
10
時
30
分
〜

場
所
　
図
書
館
１
階
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
図
書
館
こ
ど
も
ま
つ
り

　
人
形
劇
や
読
み
聞
か
せ
な
ど
楽
し
い

こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。み
ん
な
で
き
て
ね
！

日
時
　
11
月
17
日(

日)

　
10
時
〜
12
時

場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
２
階 

第
５
会
議
室

●
令
和
５
年
度
の
図
書
館
の
利
用
状
況

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、
少
し
で
も
多
く
の
情

報
・
知
識
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、
幅
広

い
ジ
ャ
ン
ル
の
図
書
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
趣
味
や
健
康
関
連
の
本
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
探
し
の
本
な
ど
が
あ
る
時

は
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
町
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
話
で

も
本
の
予
約
な
ど
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

図
書
館
を
活
用
く
だ
さ
い
。

BOOKSBOOKS
ブックス

町図書館 ☎33-0215町図書館 ☎33-0215

11月

休館日 11月５日（火）・11日（月）・18日（月）・25日（月）
29日（金）

お
す
す
め
の
本

「
偽
り
の
貌（
警
視
庁
監
察
フ
ァ
イ
ル
）」

伊
兼 

源
太
郎
／
著
　実
業
之
日
本
社

「
イ
グ
ア
ナ
の
花
園
」

上
畠 

菜
緒
／
著
　集
英
社

「
三
部
作
」

ヨ
ン
・
フ
ォ
ッ
セ
／
著
　早
川
書
房

「
ご
は
ん
の
つ
ぶ
と
お
こ
め
の
つ
ぶ
」

二
宮 

由
紀
子
／
文
　ア
リ
ス
館

「
わ
た
し
と
話
し
た
く
な
い
あ
の
子
」

朝
比
奈 

蓉
子
／
作
　ポ
プ
ラ
社

「
人
生
後
半
か
ら
の「
ち
ょ
う
ど
い
い
」

レ
シ
ピ
　
50
歳
過
ぎ
た
ら
作
り
す
ぎ
な
い
、

食
べ
す
ぎ
な
い
、手
を
か
け
す
ぎ
な
い
。」

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

「
多
様
性
バ
カ（
矛
盾
と
偽
善
が

　
　
蔓
延
す
る
日
本
へ
の
警
告
）」

池
田 

清
彦
／
著
　扶
桑
社

「
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
！

　
　
す
て
き
マ
ナ
ー
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

大
塚 

け
い
こ
／
監
修
　主
婦
と
生
活
社

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予

防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ
と

で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

の
「
守
り
た
い
　
未
来
が
あ
る
か
ら
　

火
の
用
心
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
今
一
度
、
防

火
体
制
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

[

４
つ
の
習
慣]

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

・
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

[
６
つ
の
対
策]

・
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー

ブ
や
コ
ン
ロ
な
ど
は
安
全
装
置
の
付
い

た
機
器
を
使
用
す
る
。

・
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10

年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

・
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

整
理
整
頓
し
、
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
は
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

認
し
て
お
く
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

し
、
備
え
て
お
く
。

・
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問

な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
対

策
を
行
う
。

「
住
宅
防
火
　
命
を
ま
も
る
10
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
参
考
に
、
日
頃
か
ら
の
住
宅
火
災

予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

　
　
　
11
月
９
日
〜
15
日

住
宅
防
火

い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

消防消防
だよりだより

行
事
・
お
知
ら
せ

はくさいと豚肉の豆乳みそうどん〈主食・主菜・副菜〉

　豚肉の旨味にとろっと白菜、まろやかな豆乳に味噌のコクが美
味しく、食塩相当量が1.7gでスープまでまるごと楽しめます。主
食、主菜、副菜がそろったバランスよく、具だくさんで満足でき
る１品です。

材料（４人分）
豚薄切り肉・・・・・・・200g
はくさい・・・・・・・・400g
にんじん・・・・・・・・・30g
ねぎ・・・・・・・・・・1/2本
サラダ油・・・・・・大さじ１
水・・・・・・・・・・・600㎖

めんつゆ（ストレート）
　・・・・大さじ1・1/2
合わせみそ
　・・・・大さじ1・1/2
うどん・・・・・・４玉
豆乳・・・・・・・300㎖

①　豚肉とはくさいは食べやすい大きさに切る。
　　にんじんは短冊切り、ねぎは斜め薄切りにする。
②　鍋にサラダ油を熱して、豚肉とにんじんを炒める。
　　火が通ったら、はくさいを入れ、軽く炒める。
③　水を加え、沸騰したら、めんつゆと合わせみそを加

え、溶かす。
④　うどんとねぎを加え、火が通ったら豆乳を加えてひ

と煮立ちさせる。
たんぱく質
17.6g

脂質
17.4g

カルシウム
83㎎

食塩相当量
1.7g

野菜摂取量
122.5g

エネルギー
431kcal

●１人分栄養量

作り方

図書館　利用状況（令和 5年度）
開館日数（日）　

入館者数（人）

年間貸出（冊）

　一般図書

　児童図書（紙芝居含む）

　雑誌

　視聴覚資料など

297 

41,253 

73,487 

33,906 

34,087

4,475 

994 

図書館　利用登録者数・蔵書数
町内図書カード登録者数（人）

町内登録率（％）

蔵書点数（点）

　一般図書

　児童図書（紙芝居含む）

　雑誌・他（視聴覚資料など）

図書などの年間受入点数（点）

町民１人当たりの蔵書（点）

16,978

60.6 

113,316 

69,795 

36,673

6,848 

3,303 

4.4 令和５年度養老町図書館要覧より（令和６年３月 31日現在）

( 一財 ) 日本防火･危機管理促進協会
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犯罪被害者に支援の手を！

「税を考える週間」税についての習字、作文などの入賞作品の展示について

男の料理教室のお知らせ

　犯罪は、何の前触れもなく、ある日突然襲ってきます。
　被害者にとって「自分の気持ちを分かってくれる人が近くにいる」ことが大きな支えとなり、「身
近な人の優しさや温かい心配り」が何よりも心の支えとなります。
　被害者の声に耳を傾け、「私たちにできること」や「命の大切さ」について考えることから始め
ませんか？

展示期間および場所
１．アクアウォーク大垣　11月６日（水）午後 ～ 13 日（水）午前
２．イオンタウン大垣　　11月 13日（水）午後 ～ 20 日（水）午前
展示物（大垣税務署管内の入賞者のみ）
１．小学生の「税に関する習字」
　【主催】東海納税貯蓄組合連合会
２．中学生の「税についての作文」
　【主催】国税庁、全国納税貯蓄組合連合会
３．税に関する絵はがきコンクール
　【主催】一般社団法人　大垣法人会

　料理初心者でも簡単・安心の男の料理教室を開催します。旬の食材を使い、食べること、作ることを楽しみながら料理
体験してみましょう。

【対　象】　町内在住の男性
【日　時】　11月 22日（金）９時 30分～ 13時
【場　所】　町中央公民館
【内　容】　健康講話と調理実習
【定　員】　20人
【持ち物】　エプロン、三角巾、ふきん
【参加費】　１人 300 円（当日集金します）
【申　込】　申込フォーム（ＱＲコード）または電話でお申し込みください。
　　　　　申込期限：11月 14日 ( 木 )17 時

特定健診を受けて、生活習慣病の予防・改善に努めることが「健康寿命」を延ばします

養老警察署　☎34-0110

大垣税務署　☎78-4101

町保健センター　☎32-9025

犯罪被害者週間　11月25日～ 12月１日

岐阜県警察　犯罪被害者相談室 ※相談時間　平日８時 30分～ 17時 15分
0120-878-783　携帯からは 058-277-3783

性犯罪被害者相談電話（ハートさん）※相談時間　24時間
#8103 つながらない時は 0120-72-8103 または 058-273-6503
　犯罪被害にあった人に寄り添い、突然襲ってきた悲しみなど誰にも話せない相談に応じています。一人
で悩まず、まずはご相談ください。
　※相談窓口では、
　〇被害の届け出を迷っている段階でも相談ができます　〇匿名で相談ができます
　〇年齢・性別にかかわらず相談ができます　　　　　　〇相談者の秘密は守られます
　〇相談対応は可能な限り相談者の希望する性別の職員が対応します

令和６年度男の料理教室
申込フォーム

改善したら
放置したら

健康で快適な生活へ。
自分らしくいきいきとした生活へ
つながる。

生活習慣病が重症化へ。
寝たきりや命に関わる病気を招く
ことも。
重症化すれば、家族や家計の負担
も大きくなる。

健診結果

特定健診結果の見方・活かし方　 ③つのステップ
ステップ① 健診結果を確認
　自分の健診結果と、検査項目の基準値や昨年度の自分の検査結果を見比べてみましょう。
　基準値から外れている、昨年度と比べて数値が悪化しているということはありませんか？
　要医療の場合は、早期に病院受診しましょう。
　要注意の場合は、「放置すると悪化して病気になる可能性がある」という判定です。
ステップ② 生活習慣の見直し、改善
　特定健康診査の結果、メタボリックシンドロームに該当し、生活習慣の改善が必要と判定された人へ『特定保健
指導（ヘルスサポート（保健師や管理栄養士による保健指導））』の案内を送付しています。 
　基準値から外れている項目や、もう少しで外れそうな項目があったら、保健師や管理栄養士と一緒に自分の食生
活や運動習慣を振り返ってみましょう。
　生活習慣の改善によって病気の発症予防や重症化予防の効果が高まります。

<ワンポイントアドバイス>

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ステップ③ 毎年必ず健診を受け、健康づくりを続ける

健康相談のご案内
　町保健センターでは、毎月第１月曜日（10時～ 11時 30分）に保健師と管理栄養士による健康相談を実施しています。
健康に関する相談や健診後の結果の見方など、健康・栄養に関する相談を受け付けています。
　事前予約は不要ですので、ぜひお気軽にご利用ください。

【運動】
日常生活の歩く機会を増や
しましょう。運動効果を上
げるには「有酸素運動」と「筋
力トレーニング」を組み合
わせると効果的です。

【食事】
悪い食習慣を見直し、メタ
ボにならない食習慣を取り
入れましょう。
ポイント
・１日３食バランスよく
・腹八分目
・寝る２時間前は食べない
・よくかんで食べる

【お酒、たばこ】
お酒の飲み過ぎは肥満や肝
機能障害の原因となります。
飲酒量を減らし、休肝日を
つくりましょう。喫煙者は、
自力での禁煙、医療機関で
の禁煙外来利用を考えてみ
ましょう。

町保健センター　☎32-9025
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成人の相談・検診
区分 行事名 実施日 場　所 対　象 備　考

予防接種名 対　象 料　金 接種期間 備　考

休日診療医療機関（11月３日～ 12月８日）　
11月３日（日）
・４日（月・祝）

木村医院
☎32－0063

西美濃厚生病院
☎32－1161

11月23日
（土）

11月24日
（日）

西美濃厚生病院
☎32－1161

12月１日
（日）

あいはら医院
☎32－1001

大橋整形外科
☎33-2188

11月17日
（日）

西美濃厚生病院
☎32-1161

西美濃厚生病院
☎32－1161

11月10日
（日）

12月８日
（日）

【診療時間】９時～16時30分　　　【持ち物】保険証、受診料　　　◆一部変更の場合があります。
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

○救急電話相談（24時間365日対応） 救急安心センターぎふ　

・携帯電話、プッシュ回線からは局番なしの ＃7119
・ダイヤル回線、IP電話などつながらない時は ☎058-216-0119
（※岐阜県内に居住または滞在している人に限ります）

　 夜間・休日の受診についての相談 ●

町保健センター

町内歯科医院

西美濃厚生病院
（婦人科）

船戸クリニック

西美濃厚生病院
（健診センター）

町内在住の人健康相談
相
　談

検
　
　診

【予約不要】
・心身の悩みや健診結果、
食事などの相談

該当者に通知します。

健康診査申込票で申し込
みをした人には、実施日
の２週間前に案内を送付
します。

上記以外で希望する人
は、実施前月 15日まで
に町保健センターへ電話
で申し込みください。

12月２日（月）～28日（土）
（日曜日、祝日、休診日などは除く）

30歳以上の女性
（令和５年度未受診者）

20、30 歳の人
（令和７年３月 31
日現在）

歯周疾患検診
●料金　無料
●検診内容
むし歯、歯肉の診察

乳がん検診(医療機関)　
●料金･検査内容
・30～39歳　300円
超音波検査
・40歳以上　500円
超音波検査･マンモグラ
フィ

月～金曜日の午前
金曜日の午後（隔週）（予約制）
※誕生月またはその翌月に受診

20歳以上の女性
（令和５年度未受診者）

子宮（頸部）がん検診
（医療機関）
●料金　500 円
●検診内容　細胞診

火・金曜日
●受付時間
　９時～ 11時（予約制）
　※誕生月またはその翌月に受診

月・土曜日
●受付時間
　９時～ 12時、17時～ 19時
　（ただし、土曜日は月１回午前
のみ）（予約制）

　※誕生月またはその翌月に受診

12月２日(月)
●受付時間
　10時～11時30分

・昭和 34年９月生まれ以前
の人には予診票を郵送し
ました。

・昭和 34年 10･11･12 月、
昭和 35年１月生まれで
希望する人は町保健セン
ターへ電話で申し込みく
ださい。（※接種は 65歳
の誕生日以降になります）

・あらかじめ予約が必要な
医療機関がありますので、
ご注意ください。予約は
接種を希望される医療機
関へ直接ご連絡ください。

接種時に 65歳以上の人

1,700 円
（接種した医療機関
で支払う）

2,000 円
（接種した医療機関
で支払う）

令和７年１月 31日まで

高齢者インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症

※対象はすべて町内在住者（住民登録者）です。

15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書
②妊婦さん本人のマイナンバーカード（無い場合は通知カード、住民票の写しなど）
③妊婦さん本人の運転免許証またはパスポートなど
④妊婦さん本人の振込先金融機関口座のわかるもの（通帳・キャッシュカード）
⑤印鑑
⑥妊娠判定に要した受診費用の領収書および明細書（原本）
　※氏名、診察年月日、産科医療機関名が記載されたもの

※母子健康手帳交付時に出産応援ギフトの申請書、妊娠判定に要した受診費用助成金申請書などもお渡しします。
※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」、「産婦健康診査受診票」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合や必要な持ち物が準備できない場合は、事前にご連絡ください。

11月15日（金）

12月６日（金）

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
母子手帳の交付に必要な持ち物受付時間　日　時

13時20分～
14時

10時30分～
11時30分

13時～14時

令和６年７月16日～
　　　　８月31日生まれ

乳幼児の発達・発育に不安
や悩みをもつ人

令和３年11月１日～
　　　　12月31日生まれ

令和４年11月１日～
　　　　12月31日生まれ

令和５年５月１日～
　　　　６月30日生まれ

令和６年１月16日～
　　　　２月29日生まれ

該当者には２週間前までに通知
します。

乳 児 健 診

1 0 か 月 児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

育 児 相 談

マタニティ教室
内容：妊娠中の過ごし方や栄養の話

健
　診

教
　室

相
談

【要予約】
母子健康手帳を持参してください。

実施時間
10時～11時

【申込期限】
12月９日（月）

令和６年９月･10月･11月
妊娠届出者

12月３日（火）

11月26日（火）
12月10日（火）

12月12日（木）

令和７年１月14日（火）

令和７年１月８日（水）

令和７年１月７日（火）

12月10日（火）

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対　　象 備　　考

　接種時に 60歳以上 65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器に重い障がいがある人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に重い障がいのある人（身体
障害者手帳１級程度）は対象となります。接種を希望する人は身体障害者手帳を持って町保健センター窓口へお越しください。
※定期予防接種対象者以外は、任意接種で全額自己負担です。接種料金などは接種を希望する医療機関へおたずねください。

高齢者の予防接種（接種場所：町内指定医療機関） 

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関など） ※予防接種は通年実施しています。
対　  　　　　象 予診票の配布方法予防接種名

出生月翌月末に郵送します。

※五種混合は四種混合・ヒブを接種して
　いない人が対象となります。

対象者に郵送しました。

乳児健診で配布します。
10か月児健診で配布します。

10か月児健診で配布します。
３歳児健診の案内に同封します。

満９歳到達時に郵送します。

対象者に郵送しました。

中学１年生の女子に郵送しました。

対象者に郵送しました。
接種期限：令和７年３月31日

【ﾛﾀﾘｯｸｽ】出生６週０日後～24週０日後の人
【ﾛﾀﾃｯｸ 】出生６週０日後～32週０日後の人
生後２カ月～60カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～60カ月未満の人

１歳未満の人

１歳未満の人

第１期：生後12カ月～24カ月未満の人
第２期：平成30年４月２日～平成31年４月１日
　　　　生まれの人
生後12カ月～36カ月未満の人
第１期：３歳～生後90カ月未満の人

第２期：９歳～13歳未満の人

11歳～13歳未満の人（小学６年生）

中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症

B 　 C 　 G

日 本 脳 炎

水 痘 （ 水 ぼ う そ う ）

四 　 種 　 混 　 合
ヒ 　 ブ

（第１・２期）
麻 し ん ・ 風 し ん

（ジフテリア・破傷風）

※１

※２

二 種 混 合

（子宮頸がん予防）
ヒトパピローマウイルス感染症

小 児 肺 炎 球 菌
Ｂ 型 肝 炎

（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ）

五 種 混 合
（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ・ヒブ）

※１＜日本脳炎予防接種について＞
平成16年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない人は20歳になるまで接種できます。

※２＜ヒトパピローマウイルス感染症予防接種について＞
平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれで、接種が終わっていない女性は令和７年３月31日まで接種できます。
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成人の相談・検診
区分 行事名 実施日 場　所 対　象 備　考

予防接種名 対　象 料　金 接種期間 備　考

休日診療医療機関（11月３日～ 12月８日）　
11月３日（日）
・４日（月・祝）

木村医院
☎32－0063

西美濃厚生病院
☎32－1161

11月23日
（土）

11月24日
（日）

西美濃厚生病院
☎32－1161

12月１日
（日）

あいはら医院
☎32－1001

大橋整形外科
☎33-2188

11月17日
（日）

西美濃厚生病院
☎32-1161

西美濃厚生病院
☎32－1161

11月10日
（日）

12月８日
（日）

【診療時間】９時～16時30分　　　【持ち物】保険証、受診料　　　◆一部変更の場合があります。
＊西美濃厚生病院では表とは別に休日および夜間の救急診療を行っています。

○救急電話相談（24時間365日対応） 救急安心センターぎふ　

・携帯電話、プッシュ回線からは局番なしの ＃7119
・ダイヤル回線、IP電話などつながらない時は ☎058-216-0119
（※岐阜県内に居住または滞在している人に限ります）

　 夜間・休日の受診についての相談 ●

町保健センター

町内歯科医院

西美濃厚生病院
（婦人科）

船戸クリニック

西美濃厚生病院
（健診センター）

町内在住の人健康相談
相
　談

検
　
　診

【予約不要】
・心身の悩みや健診結果、
食事などの相談

該当者に通知します。

健康診査申込票で申し込
みをした人には、実施日
の２週間前に案内を送付
します。

上記以外で希望する人
は、実施前月 15日まで
に町保健センターへ電話
で申し込みください。

12月２日（月）～28日（土）
（日曜日、祝日、休診日などは除く）

30歳以上の女性
（令和５年度未受診者）

20、30 歳の人
（令和７年３月 31
日現在）

歯周疾患検診
●料金　無料
●検診内容
むし歯、歯肉の診察

乳がん検診(医療機関)　
●料金･検査内容
・30～39歳　300円
超音波検査
・40歳以上　500円
超音波検査･マンモグラ
フィ

月～金曜日の午前
金曜日の午後（隔週）（予約制）
※誕生月またはその翌月に受診

20歳以上の女性
（令和５年度未受診者）

子宮（頸部）がん検診
（医療機関）
●料金　500 円
●検診内容　細胞診

火・金曜日
●受付時間
　９時～ 11時（予約制）
　※誕生月またはその翌月に受診

月・土曜日
●受付時間
　９時～ 12時、17時～ 19時
　（ただし、土曜日は月１回午前
のみ）（予約制）

　※誕生月またはその翌月に受診

12月２日(月)
●受付時間
　10時～11時30分

・昭和 34年９月生まれ以前
の人には予診票を郵送し
ました。

・昭和 34年 10･11･12 月、
昭和 35年１月生まれで
希望する人は町保健セン
ターへ電話で申し込みく
ださい。（※接種は 65歳
の誕生日以降になります）

・あらかじめ予約が必要な
医療機関がありますので、
ご注意ください。予約は
接種を希望される医療機
関へ直接ご連絡ください。

接種時に 65歳以上の人

1,700 円
（接種した医療機関
で支払う）

2,000 円
（接種した医療機関
で支払う）

令和７年１月 31日まで

高齢者インフルエンザ

新型コロナウイルス感染症

※対象はすべて町内在住者（住民登録者）です。

15時～16時

①医療機関が発行した妊娠届出書
②妊婦さん本人のマイナンバーカード（無い場合は通知カード、住民票の写しなど）
③妊婦さん本人の運転免許証またはパスポートなど
④妊婦さん本人の振込先金融機関口座のわかるもの（通帳・キャッシュカード）
⑤印鑑
⑥妊娠判定に要した受診費用の領収書および明細書（原本）
　※氏名、診察年月日、産科医療機関名が記載されたもの

※母子健康手帳交付時に出産応援ギフトの申請書、妊娠判定に要した受診費用助成金申請書などもお渡しします。
※「妊婦健康診査受診票」、「出産後に赤ちゃんが受ける検査に必要な書類」、「産婦健康診査受診票」なども交付します。
※上記の日時で都合が悪い場合や必要な持ち物が準備できない場合は、事前にご連絡ください。

11月15日（金）

12月６日（金）

母子健康手帳の交付（場所：町保健センター）
母子手帳の交付に必要な持ち物受付時間　日　時

13時20分～
14時

10時30分～
11時30分

13時～14時

令和６年７月16日～
　　　　８月31日生まれ

乳幼児の発達・発育に不安
や悩みをもつ人

令和３年11月１日～
　　　　12月31日生まれ

令和４年11月１日～
　　　　12月31日生まれ

令和５年５月１日～
　　　　６月30日生まれ

令和６年１月16日～
　　　　２月29日生まれ

該当者には２週間前までに通知
します。

乳 児 健 診

1 0 か 月 児 健 診

１歳６か月児健診

２歳児歯科健診

３ 歳 児 健 診

育 児 相 談

マタニティ教室
内容：妊娠中の過ごし方や栄養の話

健
　診

教
　室

相
談

【要予約】
母子健康手帳を持参してください。

実施時間
10時～11時

【申込期限】
12月９日（月）

令和６年９月･10月･11月
妊娠届出者

12月３日（火）

11月26日（火）
12月10日（火）

12月12日（木）

令和７年１月14日（火）

令和７年１月８日（水）

令和７年１月７日（火）

12月10日（火）

乳幼児の健診・相談など（場所：町保健センター）
区分 行事名 実施日 受付時間 対　　象 備　　考

　接種時に 60歳以上 65歳未満で心臓、腎臓または呼吸器に重い障がいがある人およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に重い障がいのある人（身体
障害者手帳１級程度）は対象となります。接種を希望する人は身体障害者手帳を持って町保健センター窓口へお越しください。
※定期予防接種対象者以外は、任意接種で全額自己負担です。接種料金などは接種を希望する医療機関へおたずねください。

高齢者の予防接種（接種場所：町内指定医療機関） 

乳幼児などの定期予防接種（接種場所：町内指定医療機関など） ※予防接種は通年実施しています。
対　  　　　　象 予診票の配布方法予防接種名

出生月翌月末に郵送します。

※五種混合は四種混合・ヒブを接種して
　いない人が対象となります。

対象者に郵送しました。

乳児健診で配布します。
10か月児健診で配布します。

10か月児健診で配布します。
３歳児健診の案内に同封します。

満９歳到達時に郵送します。

対象者に郵送しました。

中学１年生の女子に郵送しました。

対象者に郵送しました。
接種期限：令和７年３月31日

【ﾛﾀﾘｯｸｽ】出生６週０日後～24週０日後の人
【ﾛﾀﾃｯｸ 】出生６週０日後～32週０日後の人
生後２カ月～60カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～90カ月未満の人

生後２カ月～60カ月未満の人

１歳未満の人

１歳未満の人

第１期：生後12カ月～24カ月未満の人
第２期：平成30年４月２日～平成31年４月１日
　　　　生まれの人
生後12カ月～36カ月未満の人
第１期：３歳～生後90カ月未満の人

第２期：９歳～13歳未満の人

11歳～13歳未満の人（小学６年生）

中学１年生～高校１年生相当の年齢の女子

ロ タ ウ イ ル ス 感 染 症

B 　 C 　 G

日 本 脳 炎

水 痘 （ 水 ぼ う そ う ）

四 　 種 　 混 　 合
ヒ 　 ブ

（第１・２期）
麻 し ん ・ 風 し ん

（ジフテリア・破傷風）

※１

※２

二 種 混 合

（子宮頸がん予防）
ヒトパピローマウイルス感染症

小 児 肺 炎 球 菌
Ｂ 型 肝 炎

（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ）

五 種 混 合
（ジフテリア・百日せき･　
　 破傷風・不活化ポリオ・ヒブ）

※１＜日本脳炎予防接種について＞
平成16年４月２日～平成19年４月１日生まれで、第１・２期の接種が終わっていない人は20歳になるまで接種できます。

※２＜ヒトパピローマウイルス感染症予防接種について＞
平成９年４月２日～平成20年４月１日生まれで、接種が終わっていない女性は令和７年３月31日まで接種できます。
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■問 養老公園事務所　☎32-0501

養老公園からのお知らせ養老公園からのお知らせ

『もの忘れ・認知症個別相談』のお知らせ
●対象者　もの忘れや認知症が心配な人やその家族

日にち 時　間 場　所 内　容 申込期限

12月５日（木）

10時～ 11時30分
（相談時間30分程度）
※事前に電話予約
　が必要です。

11月29日（金）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

●認知症地域支援推進員が認知症に関する疑
問・介護方法などについて個別に相談を受け
ます。

『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ
●対象者　町内在住の人

不要

日にち 時　間 場　所 内　容

12月10日（火）10時～ 11時30分

●もの忘れが始まっている可能性について、点数で判
定できる機器を使用し、５項目の質問に対話方式で
答えていただきます。１人あたり５分程度です。
※このチェックは、認知症を診断するものではありま
せん。認知症の診断には、医療機関の受診が必要です。

申込

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

問 町地域包括支援センター
☎33-0270　養老町石畑523

申地域包括支援センターからのお知らせ

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

＜11月 30日（いい看取り・看取られ）は人生会議の日です＞
　厚生労働省は、毎年 11月 30日を「人生会議の日」とし、人生の最終段階における医療・ケアについて考える日として
います。
　「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」とは、もしものときのために、あなたが望
む医療やケアについて、前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取り組みのことです。
　あなたの周りにいる大切な人に、あなたの気持ちや考えを伝える「人生会議」をはじめてみませんか。
詳しくは、厚生労働省のホームページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html）をご
覧ください。

広報ようろう　2024.11.129 広報ようろう　2024.11.1 28
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■問 養老公園事務所　☎32-0501

養老公園からのお知らせ養老公園からのお知らせ

『もの忘れ・認知症個別相談』のお知らせ
●対象者　もの忘れや認知症が心配な人やその家族

日にち 時　間 場　所 内　容 申込期限

12月５日（木）

10時～ 11時30分
（相談時間30分程度）
※事前に電話予約
　が必要です。

11月29日（金）

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

●認知症地域支援推進員が認知症に関する疑
問・介護方法などについて個別に相談を受け
ます。

『タッチパネルでもの忘れチェック』のお知らせ
●対象者　町内在住の人

不要

日にち 時　間 場　所 内　容

12月10日（火）10時～ 11時30分

●もの忘れが始まっている可能性について、点数で判
定できる機器を使用し、５項目の質問に対話方式で
答えていただきます。１人あたり５分程度です。
※このチェックは、認知症を診断するものではありま
せん。認知症の診断には、医療機関の受診が必要です。

申込

町地域包括支援
センター
（町保健センター
２階）

問 町地域包括支援センター
☎33-0270　養老町石畑523

申地域包括支援センターからのお知らせ

町地域包括支援センターでは、認知症や介護の相談に応じています。いつでもご相談ください。

＜11月 30日（いい看取り・看取られ）は人生会議の日です＞
　厚生労働省は、毎年 11月 30日を「人生会議の日」とし、人生の最終段階における医療・ケアについて考える日として
います。
　「人生会議（ＡＣＰ：アドバンス・ケア・プランニング）」とは、もしものときのために、あなたが望
む医療やケアについて、前もって考え、繰り返し話し合い、共有する取り組みのことです。
　あなたの周りにいる大切な人に、あなたの気持ちや考えを伝える「人生会議」をはじめてみませんか。
詳しくは、厚生労働省のホームページ（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_02783.html）をご
覧ください。
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各種相談無料でできます
連絡先相談種類 相談日 時間

人権相談 13時～16時 健康福祉課
☎32－1105町老人福祉センター

行政相談
（行政への苦情などを受けます） 13時～16時 総務課

☎32－1101町老人福祉センター

心配ごと相談 13時～16時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

定期職業相談
13時30分～
15時30分 町福祉センター

☎32－1147
町福祉センター

場所

法律相談
（弁護士が相談を受けます）

要予約

11月20日（水）

11月12日（火）
12月10日（火）

11月５日（火）・18日（月）
12月２日（月）

11月１日(金)
12月６日(金)

11月13日（水）・20日（水）
12月11日（水）

11月13日（水）
12月11日（水）

11月21日（木） 13時～15時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます）

10時～12時
13時～15時

産業観光課
☎32－1108産業観光課

随時
メールでご相談ください(申込先メールアドレス：yoro@yorocon.com) 

マリサポメール相談室
（婚活相談会）

子ども課
☎32－5078

要予約

中小企業経営相談窓口
県よろず支援拠点による

都合により、予定が変更となる場合があります。

要予約ひきこもり相談
発達障がい支援相談

13時30分～15時
終了時間は変更す
る場合があります

健康福祉課
☎32－1105

町中央公民館　第1会議室

養老町での相談窓口は３月をもって終了し、４月以降はOKBふれあい会館10階（☎058-277-
1088）に変更となりました。

６月より月に１回開催（第１金曜日のみ）となりました。

（
９
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
、敬
称
略
）

期日までに忘れずに納めましょう

＊口座振替日は12月２日（月）です。

◆国民健康保険税　　　　　　　　　７期分

◆後期高齢者医療保険料　　　　　　５期分

◆水道使用料・下水道使用料・

　農業集落排水使用料・住宅使用料 11月分

お
誕
生

お
く
や
み

　

転入
出生

人
人

38
4

転出
死亡

人
人

47
34

人口
男
女
世帯数

…
…
…
…

人　
人　
人　
世帯

26,067
12,904
13,163
10,424

（－39）
（－24）
（－15）
（－３）

編　集　後　記
　最近、取材にお邪魔した際に「編集後記見たよ！」と
言われることが増えてきました。いつも読んでくだ
さっている皆さま、ありがとうございます。自分の思
いや日常を書き綴ってきましたが、改めて言われると
少し恥ずかしいものです。しかし、それが話の種に
なったり、話しかけてもらうきっかけになったりする
のはとても嬉しいです。どこかで私を見かけた際には
ぜひ声をかけてください。
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齢

人口の動き
令和6年9月30日現在　（　）内は前月比

町道広域営農団地６号線 夜間通行止め のお知らせ

養老町まちづくりアンケートにご協力をお願いします

　平素より公共工事に対し、ご理解とご協力をいただき、誠にあ
りがとうございます。
　東海環状自動車道の橋梁架設工事に伴い、下記のとおり町道広
域営農団地６号線の一部区間で夜間通行止めを行います。
　近隣住民をはじめ、普段からこの道路を利用している皆さまに
は大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をいただき
ますようお願いいたします。
※11月５日～ 29日(15日間程度)の通行止めについては、広報「養
老」10月号裏表紙に掲載しています。

通行規制対象道路を利用している皆さまへ

●夜間通行止めに関する問い合わせ先
中日本高速道路株式会社　名古屋支社　岐阜工事事務所
☎058-267-5127（９時～ 17時30分　土・日曜日、祝日を除く）発注者

JFEエンジニアリング株式会社・三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会社・日本車輌製造株式会社
共同企業体　☎47-8431（８時～ 17時　土・日曜日を除く）

※詳細日程は、通行止めの１カ月前に設置する予告看板に記載します。

工事名

工事規制期間

作業時間帯

東海環状自動車道　養老インターチェンジ
本線橋他３橋（鋼上部工）工事
12月16日～ 26日（8日程度）
（荒天順延あり、土・日曜日は除く）

21時～翌５時

受注者

建設課　☎32-5081　町では、様々な社会情勢の変化に的確に対応し、町民が安心して暮らせるまちづくりを実現するため、養老町まちづく
りビジョン・後期テーマ別戦略等策定基本方針（以下「基本方針」という）を定め、養老町まちづくりビジョン・後期テー
マ別戦略などの策定に着手しました。
　また、策定にあたり、基本方針に定める住民参画の手法の１つとして、18歳以上の町民 4,000 人を無作為に抽出し、
養老町まちづくりアンケートを実施します。調査対象となった人は、本アンケート調査の趣旨をご理解いただき、ご協力
いただきますようお願いいたします。
　※調査対象者には、本件の策定支援業者であるNext-i（ネクストアイ）株式会社を通じて調査票を郵送しています。

企画財政課　☎32-1102
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各種相談無料でできます
連絡先相談種類 相談日 時間

人権相談 13時～16時 健康福祉課
☎32－1105町老人福祉センター

行政相談
（行政への苦情などを受けます） 13時～16時 総務課

☎32－1101町老人福祉センター

心配ごと相談 13時～16時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

定期職業相談
13時30分～
15時30分 町福祉センター

☎32－1147
町福祉センター

場所

法律相談
（弁護士が相談を受けます）

要予約

11月20日（水）

11月12日（火）
12月10日（火）

11月５日（火）・18日（月）
12月２日（月）

11月１日(金)
12月６日(金)

11月13日（水）・20日（水）
12月11日（水）

11月13日（水）
12月11日（水）

11月21日（木） 13時～15時 町社会福祉協議会
☎34－3504町老人福祉センター

消費生活相談
（消費生活相談員が相談を受けます）

10時～12時
13時～15時

産業観光課
☎32－1108産業観光課

随時
メールでご相談ください(申込先メールアドレス：yoro@yorocon.com) 

マリサポメール相談室
（婚活相談会）

子ども課
☎32－5078

要予約

中小企業経営相談窓口
県よろず支援拠点による

都合により、予定が変更となる場合があります。

要予約ひきこもり相談
発達障がい支援相談

13時30分～15時
終了時間は変更す
る場合があります

健康福祉課
☎32－1105

町中央公民館　第1会議室

養老町での相談窓口は３月をもって終了し、４月以降はOKBふれあい会館10階（☎058-277-
1088）に変更となりました。

６月より月に１回開催（第１金曜日のみ）となりました。

（
９
月
１
日
〜
30
日
受
付
分
、敬
称
略
）

期日までに忘れずに納めましょう

＊口座振替日は12月２日（月）です。

◆国民健康保険税　　　　　　　　　７期分

◆後期高齢者医療保険料　　　　　　５期分

◆水道使用料・下水道使用料・

　農業集落排水使用料・住宅使用料 11月分

お
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や
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人
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（－39）
（－24）
（－15）
（－３）

編　集　後　記
　最近、取材にお邪魔した際に「編集後記見たよ！」と
言われることが増えてきました。いつも読んでくだ
さっている皆さま、ありがとうございます。自分の思
いや日常を書き綴ってきましたが、改めて言われると
少し恥ずかしいものです。しかし、それが話の種に
なったり、話しかけてもらうきっかけになったりする
のはとても嬉しいです。どこかで私を見かけた際には
ぜひ声をかけてください。
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人口の動き
令和6年9月30日現在　（　）内は前月比

町道広域営農団地６号線 夜間通行止め のお知らせ

養老町まちづくりアンケートにご協力をお願いします

　平素より公共工事に対し、ご理解とご協力をいただき、誠にあ
りがとうございます。
　東海環状自動車道の橋梁架設工事に伴い、下記のとおり町道広
域営農団地６号線の一部区間で夜間通行止めを行います。
　近隣住民をはじめ、普段からこの道路を利用している皆さまに
は大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をいただき
ますようお願いいたします。
※11月５日～ 29日(15日間程度)の通行止めについては、広報「養
老」10月号裏表紙に掲載しています。

通行規制対象道路を利用している皆さまへ

●夜間通行止めに関する問い合わせ先
中日本高速道路株式会社　名古屋支社　岐阜工事事務所
☎058-267-5127（９時～ 17時30分　土・日曜日、祝日を除く）発注者

JFEエンジニアリング株式会社・三井住友建設鉄構エンジニアリング株式会社・日本車輌製造株式会社
共同企業体　☎47-8431（８時～ 17時　土・日曜日を除く）

※詳細日程は、通行止めの１カ月前に設置する予告看板に記載します。

工事名

工事規制期間

作業時間帯

東海環状自動車道　養老インターチェンジ
本線橋他３橋（鋼上部工）工事
12月16日～ 26日（8日程度）
（荒天順延あり、土・日曜日は除く）

21時～翌５時

受注者

建設課　☎32-5081　町では、様々な社会情勢の変化に的確に対応し、町民が安心して暮らせるまちづくりを実現するため、養老町まちづく
りビジョン・後期テーマ別戦略等策定基本方針（以下「基本方針」という）を定め、養老町まちづくりビジョン・後期テー
マ別戦略などの策定に着手しました。
　また、策定にあたり、基本方針に定める住民参画の手法の１つとして、18歳以上の町民 4,000 人を無作為に抽出し、
養老町まちづくりアンケートを実施します。調査対象となった人は、本アンケート調査の趣旨をご理解いただき、ご協力
いただきますようお願いいたします。
　※調査対象者には、本件の策定支援業者であるNext-i（ネクストアイ）株式会社を通じて調査票を郵送しています。

企画財政課　☎32-1102

広報ようろう　2024.11.131 広報ようろう　2024.11.1 30



乗って守ろう
養老鉄道

養老町の子育て支援アプリ

妊娠から出産、育児までを
フルサポート！養老町防災行政情報

■養老町防災アプリ

iPhone版 Android版

あんしん防災ネット
■養老町の防災情報メール配信

PC/スマホ版 フィーチャーフォン
（ガラケー）版 養老町の子育てサイト

子育てに関する情報が満載！
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養老町主催　婚活イベント　養老夜カフェでゆるり恋時間
　おしゃれなカフェで、焼き立てのパンを食べながら交流する婚活イベント「養老夜カフェでゆるり恋時間 - パンの温も
りと共に新しい出会い - 」を開催します。
開 催 日：12月８日(日）16時 30分～19時　（受付：16時～）
場 所：Le lupin bleu（ル・ルパン・ブルー）養老町飯ノ木 313 番地１
参 加 費：各 700円
定 員：男女各 10人　※女性限定でおいしいパンをプレゼント !!
対象年齢：20 歳～39歳
条 件：県内在住・在勤・婚姻後に養老町に移住を希望する人
申込締切：11月19日（火）
　　　　　イベント詳細はhttps://yorokon.com/
10月に開催したBBQコンin 養老は大好評でした。今回もぜひお気軽にご参加ください♪

〔主催〕養老町　〔運営委託〕RunLand（ランランド）株式会社
　　RunLand 株式会社　〒500-8232　岐阜前一色１-９-７ Ｂ棟２階Ｃ号室
　　support@runland.co.jp　☎058-374-7005　受付時間／月～金曜日　９時～17時
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催
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は
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